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◆
市
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た

　
取
り
組
み

　　
　
　
　
「
南
島
原
市
健
康
づ
く

り
計
画
（
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
）」

に
基
づ
き
、
健
康
診
査
、
が
ん
検

診
を
進
め
る
説
明
会
や
健
診
結
果

説
明
会
、
健
康
相
談
を
実
施
し
、

き
め
細
か
な
健
康
づ
く
り
を
引
き

続
き
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
　
　

が
ん
検
診
は
、
集
団
検

診
に
加
え
、
一
部
個
別
検
診
を
行

い
、
利
便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

新
た
に
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃

が
ん
検
診
を
追
加
し
ま
す
。

　
　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
応

援
隊
」
の
養
成
に
力
を
入
れ
、
市

民
の
健
康
増
進
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
健
康
生
活
を
支
え

　
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
　

引
き
続
き
、
介
護
予
防

事
業
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　

高
齢
者
が
健
康
体
操
や

趣
味
の
活
動
を
行
う
自
主
グ
ル
ー

プ
の
育
成
と
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
高

齢
者
団
体
の
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
就
業
機

会
の
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　

世
界
的
な
景
気
後
退
を
受
け
、

国
内
景
気
も
今
や
日
を
追
う
ご
と

に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
安
心
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
日
々
の
資
金
繰

り
に
苦
し
む
市
民
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
市
が
で
き
る
限
り
の
対
策
を

行
う
こ
と
、
生
活
危
機
の
備
え
を

き
ち
ん
と
手
当
す
る
こ
と
が
、
当

面
の
市
の
課
題
で
す
。

　

21
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の

施
策
を
最
大
限
に
活
用
し
た
20
年

度
の
補
正
予
算
と
一
体
と
な
っ

て
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
を

発
動
し
て
い
く
と
と
も
に
、
総
合

計
画
に
掲
げ
る
３
つ
の
将
来
像
、

「
①
生
活
重
視
の
安
心
・
安
全
の

ま
ち
」「
②
自
然
・
歴
史
・
食
の

産
地
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
ひ
と
き

わ
輝
く
ま
ち
」「
③
ず
っ
と
働
け

る
元
気
な
産
業
の
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
21
年
度
、
当
初
予
算
の
編
成

に
当
た
っ
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
常
的
な
経
費
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ス
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ー
リ

ン
グ
を
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、

人
件
費
の
抑
制
と
徹
底
し
た
事
務

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
の

削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
必
要
な
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
引
き
続
き
予

算
を
重
点
配
分
し
、
さ
ら
に
昨
今

の
加
速
化
す
る
景
気
の
悪
化
を
重

く
み
て
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影
響

が
最
小
限
に
止
ま
る
よ
う
、「
生

活
重
視
」、「
生
活
防
衛
」
に
最
大

限
配
慮
し
た
予
算
と
し
た
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
抑
制
し
て
き
た
投
資
的

経
費
を
大
幅
に
上
積
み
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
９
号
補
正
で
は
、
国

の
二
次
補
正
に
呼
応
し
て
、
生
活

支
援
の
た
め
の
「
定
額
給
付
金
・

子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
と
し
て

９
億
円
、
各
種
公
共
施
設
の
改
修

工
事
費
と
し
て
12
億
円
（「
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
」）
を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る

な
ど
、
計
21
億
円
を
新
た
に
予
算

措
置
し
ま
し
た
。
す
で
に
予
算
措

置
が
済
ん
で
い
る
「
原
油
・
原
材

料
価
格
高
騰
対
策
」
を
含
め
る
と

20
年
度
だ
け
で
、
30
億
円
の
緊
急

経
済
対
策
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
21
年
度
の
当
初
予
算

で
も
、
公
立
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
や
道
路
整
備
を
中
心
に
、
投
資

的
経
費
を
36
億
円
ま
で
増
加
し
ま

す
。

　

20
年
度
緊
急
経
済
対
策
の
ほ
と

ん
ど
を
繰
り
越
さ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
か
ら
、
21
年
度
の
投
資
事
業

の
決
算
規
模
は
通
年
の
２
倍
近
く

に
な
る
見
込
み
で
す
。

な
お
、
２
月
12
日
に
「
南
島
原
市

緊
急
経
済
雇
用
対
策
本
部
」（
本

部
長 

市
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
経
済
の
動
向
を

注
意
深
く
見
な
が
ら
、
効
果
の
あ

る
雇
用
対
策
や
資
金
繰
り
対
策
を

行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
両
年
度
に
わ
た
る
一

体
的
な
緊
急
経
済
対
策
の
発
動
を

通
じ
て
、
南
島
原
市
民
の
生
活
と

こ
の
地
域
の
経
済
を
守
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
こ
の
経
済
危

機
を
乗
り
越
え
ま
す
。
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〜
平
成
21
年
度
に
向
け
て
〜

20
年
度
の
緊
急
経
済
対
策
を
さ
ら
に
す
す
め

　
　
　
　
　
　
　
経
済
危
機
を
乗
り
越
え
ま
す

生
活
重
視
の
安
心
・
安
全
の
ま
ち

　
平
成
21
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
19
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
松
島
市
長
は
、
初
日
の
本
会
議
で
市
政
運
営
の
所

信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
の
特
集
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
を
も
と
に
、
21
年
度
の

「
南
島
原
市
の
向
か
う
明
日
」
を
紹
介
し
ま
す
。

特 集

11

経済危機に議会と一体となって取り組んでいます。

健康福祉まつりではみんなで健康を考えました。

高齢者が笑顔で暮らせる市を目指しています。
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◆
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

　
加
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
「
障
害
者
自
立
支
援

給
付
事
業
」
や
「
地
域
生
活
支

援
事
業
」
な
ど
の
事
業
を
引
き

続
き
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

手
話
通
訳
者
の
設

置
・
派
遣
を
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」、
障

害
者
の
相
談
、支
援
を
行
う「
相

談
支
援
事
業
」、
障
害
者
の
自

立
を
促
す
「
社
会
参
加
促
進
事

業
」
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
　
　
　
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
」
を
実
施
し
、
交
流
活
動

の
促
進
や
市
の
広
報
活
動
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま

す
。

◆
子
育
て
を
し
っ
か
り
支
え
る

　
環
境
づ
く
り

　
　
　
　

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費

負
担
回
数
を
大
幅（
５
回
↓
14
回
）

に
拡
大
し
、
個
人
負
担
を
な
く
し

ま
す
。

　
　
　
　
「
親
育
ち
講
座
」
な
ど

の
育
児
教
室
を
市
単
独
事
業
で
実

施
し
ま
す
。（
県
事
業
が
終
了
す

る
た
め
）
本
市
の
職
員
が
専
門
資

格（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）を
取
得
。

資
格
を
生
か
し
た
活
動
で
、
育
児

不
安
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム

に
着
目
し
た
「
子
ど
も
の
生
活
リ

ズ
ム
を
守
り
隊
事
業
」
を
家
庭
や

保
育
園
、
幼
稚
園
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

予
防
接
種
は
、Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
予
防
接
種
を
集
団
接
種
か
ら
個

別
接
種
に
変
更
し
、
子
ど
も
や
保

護
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。

　
　
　
　

休
日
保
育
、
一
時
保
育

な
ど
の
特
別
保
育
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
保
育
料
の
軽
減
措
置
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

社
会
福
祉
士
を
設
置
し
、

増
加
し
て
い
る
児
童
相
談
な
ど
に

引
き
続
き
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

◆
安
全
な
消
費
生
活
を
守
る
体

　
制
づ
く
り

 　
　
　
　

す
で
に
設
置
し
た
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、新
た
に
「
消
費
生
活
相
談
員
」

を
配
置
し
ま
す
。

　
　
　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

◆
新
た
な
公
共
交
通
体
系
へ
の

　
取
り
組
み

　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
空
白
地

区
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験

に
取
り
組
み
ま
す
。（
こ
の
事
業
は
、

調
整
が
整
っ
た
地
域
か
ら
実
施
し

ま
す
）

◆
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給

　
　
　
　

南
島
原
市
水
道
事
業
総

合
計
画
を
策
定
し
、
28
年
度
を
め

ど
に
施
設
の
統
廃
合
、
更
新
を
進

め
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
水
の
安

定
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

水
道
料
金
体
系
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
し
ま
す
。

◆
下
水
処
理
の
着
実
な
推
進

　
　
　
　

引
き
続
き
口
之
津
町
と

南
有
馬
町
で
は
公
共
下
水
道
事
業

を
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は
、
個

人
設
置
型
の
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
を
促
進
し
ま
す
。

　
　
　
　

21
年
度
は
浄
化
槽
（
１

８
０
基
）
の
設
置
補
助
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
単
独
浄
化
槽
を
撤
去

す
る
場
合
の
補
助
金
の
上
乗
せ
制

度
を
新
た
に
設
け
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　

新
た
に
口
之
津
町
の
大

屋
地
区
で
ポ
ン
プ
場
の
建
設
に
着

手
し
、
豪
雨
時
の
浸
水
対
策
に
対

応
し
ま
す
。

◆
安
心・安
全
な
学
校
づ
く
り

　
　
　
　

20
年
度
に
実
施
し
た

耐
震
診
断
の
判
定
に
基
づ
い
て
、

市
内
全
中
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
学
校
15
校
、
中
学

校
７
校
の
体
育
館
の
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

引
き
続
き
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ら
び
に

自
然
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
海

岸
保
全
、
農
地
農
業
用
施
設
な

ど
各
種
公
共
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
　
　
　

加
津
佐
町
と
口
之
津

町
で
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
、
24
年
度
ま

で
に
は
市
内
全
域
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
ま
す
。

　
　
　
　

深
江
町
を
は
じ
め
４
カ

所
の
防
火
水
槽
を
設
置
し
、
北
有

馬
町
第
３
分
団
消
防
詰
所
を
移
設

新
築
し
ま
す
。

　
　
　
　

農
地
、
農
業
用
施
設
の

整
備
に
着
手
し
ま
す
。（
南
有
馬

町
曲
手
た
め
池
の
整
備
（
県
営
事

業
）
な
ど
）

　
　
　
　

海
岸
保
全
施
設
（
有
馬

干
拓
地
区
の
堤
防
（
県
営
事
業
）

な
ど
）
を
新
設
、
改
修
し
ま
す
。

ま
た
、
布
津
町
高
潮
海
岸
（
県
営

事
業
）
の
完
成
、
口
之
津
港
貝
瀬

地
区
の
海
岸
工
事
（
県
営
事
業
。

測
量
着
手
済
み
）
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

◆
世
界
遺
産
登
録
実
現
へ
の
着

　
実
な
取
り
組
み

　
　
　
　
「
原
城
跡
・
日
野
江
城

跡
・
吉
利
支
丹
墓
碑
」
の
世
界
遺

産
と
し
て
の
価
値
を
証
明
し
、
そ

の
環
境
を
守
る
た
め
の
緩
衝
地
帯

（
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
）
や
景
観
条

例
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

原
城
跡
の
整
備
計
画
を

具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
日
野
江

城
跡
の
発
掘
調
査
、
両
史
跡
の
公

有
化
、
史
跡
の
景
観
向
上
と
環
境

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

市
民
と
の
協
働
活
動
の

活
発
化
、
世
界
遺
産
登
録
気
運
高

揚
に
向
け
施
策
を
行
い
ま
す
。

◆
観
光
地
づ
く
り
へ
の
新
た
な

　
取
り
組
み

　
　
　
　

新
た
に
福
岡
を
出
発
点

と
す
る
観
光
ル
ー
ト
を
開
拓

す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

農
林
漁
業
体
験
型

の
民
泊
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

◆
地
域
物
産
の

　  

　
　
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
品
目
の

掘
り
起
こ
し
や
特
産
品
の
開

発
協
議
に
加
え
、「
南
島
原

特
産
品
〝
プ
レ
・
ニ
ュ
ー

ボ
ー
ン
〞
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
情
報

の
一
元
化
、
意
見
交
換
会
や
商
談

の
機
会
の
提
供
を
行
い
、
農
商
工

連
携
に
よ
る
新
た
な
特
産
品
開

発
・
産
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

◆
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

　
り
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
環
境
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
と
連

携
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
を
実
施
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認

証
制
度
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

北
有
馬
町
エ
コ
・
パ
ー
ク
論
所
原

を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
学

習
を
展
開
し
ま
す
。

　
　
　
　

環
境
に
や
さ
し
い
経
営

を
行
う
事
業
所
に
対
す
る
、「
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
認
定
制
度
」
を
設
け

ま
す
。

　
　
　
　

西
有
家
町
と
口
之
津
町

で
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

へ
の
移
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

市
内
全
域
で
、
資
源
ご

み
の
回
収
を
月
２
回
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

市
内
に
存
在
す
る
家
畜

排
せ
つ
物
や
生
ご
み
、
木
く
ず
な

ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
量
や
利
活
用

状
況
を
調
査
し
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
策
定
し
ま
す
。
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自
然
・
歴
史
・
食
の
産
地
を
地
域

ブ
ラ
ン
ド
に
ひ
と
き
わ
輝
く
ま
ち

2

●
18
年
度…

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
。
効
率
的
な
行
政
シ

　
　
　
　
　
ス
テ
ム
の
構
築

●
19
年
度…

南
島
原
市
総
合
計
画
の
策
定
。
将
来
像
実
現

　
　
　
　
　
の
た
め
の
施
策
を
提
示
。
基
礎
固
め

●
20
年
度…

南
島
原
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
10
項
目
の
重

　
　
　
　
　
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

南 

島 

原 

市 

の 

施 

政 

方 

針 

の 

推 

移
！

特 集

22

特 集

防災の要、消防団が皆さんを守ります。

整備された下水道施設。出前講座も受け付けています。

多くの人が手話を学びました。

安心して子育てのできるまちを目指しています。

安全な学校で子どもたちの笑顔を育みます。

世界遺産登録に向け、職員一丸となって取り組んでいます。
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◆
地
域
経
済
を
支
え
る
地
場

　
企
業
の
振
興

　
　
　
　

市
内
の
新
商
品
の
開

発
に
意
欲
的
な
地
場
企
業
に
対

し
て
、
地
域
物
産
開
発
販
売
支

援
の
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま

す
。

　
　
　
　

地
域
経
済
対
策
と
し

て
、
市
独
自
の
利
子
補
給
制
度

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
県

の
地
域
産
業
対
策
資
金
を
利
用

す
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、

保
証
料
を
含
む
利
子
支
払
額
の

３
分
の
１
以
内
を
助
成
す
る
ほ

か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
資
金

を
借
り
入
れ
て
い
る
商
工
業
者

に
対
し
、
20
年
度
と
21
年
度
に

限
り
、
利
子
支
払
額
の
50
パ
ー

セ
ン
ト
、
上
限
額
を
10
万
円
ま
で

引
き
上
げ
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
需
要
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
な
金
融
対
策
を
行
い
ま
す

◆
企
業
立
地
と
雇
用
の
創
出

　
　
　
　

東
京
に
配
置
し
て
い
る

駐
在
員
と
連
携
を
密
に
し
て
、
企

業
立
地
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　

す
で
に
設
置
し
た
「
南

島
原
市
緊
急
経
済
雇
用
対
策
本

部
」
で
、
経
済
・
雇
用
状
況
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
を
取
り
ま
と
め
、

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
　

国
が
２
次
補
正
予
算
に

盛
り
込
ん
で
い
る
雇
用
創
出
の
た

め
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

交
付
金
事
業
」
お
よ
び
「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
事

業
」
を
、
全
庁
あ
げ
て
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。（
３
年
限
定
）

　
　
　
　
「
菌
床
し
い
た
け
」
の

生
産
施
設
を
建
設
（
22
年
４
月
１

日
操
業
開
始
）
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
に
は
、
国
、
県
の
補
助
の

ほ
か
に
、
市
は
「
ふ
る
さ
と
融
資

資
金
」（
無
利
子
）
を
直
接
貸
し

付
け
て
支
援
し
ま
す
。

◆
農
林
業
の
振
興

　
　
　
　

農
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
対
策
な
ど
の
各
種
施
策

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
国
や
県

の
各
種
補
助
事
業
を
最
大
限
に
活

用
し
、
生
産
施
設
や
設
備
の
近
代

化
を
図
り
、
効
率
的
な
農
業
経
営

体
を
育
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

現
在
の
７
地
区
に
加
え
、

さ
ら
に
農
地
の
基
盤
整
備
を
推
進

し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
一
層

の
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

新
た
に
市
が
直
営
（
単

独
事
業
）
で
用
水
路
を
整
備
す
る

「
南
島
原
市
農
業
用
水
路
整
備
事

業
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
　
　
　

農
業
後
継
者
の
結
婚
対

策
に
つ
い
て
、「
農
業
後
継
者
結

婚
対
策
協
議
会
」
と
と
も
に
、
さ

ら
に
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

　
　
　
　

有
明
海
栽
培
漁
業
推
進

協
議
会
と
連
携
し
て
、
ヒ
ラ
メ
や

カ
サ
ゴ
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
種
苗

放
流
を
は
じ
め
、
水
産
資
源
増
殖

保
護
、
ガ
ザ
ミ
産
卵
支
援
な
ど
を

実
施
、
漁
業
経
営
の
安
定
を
目
指

し
ま
す
。

　
　
　
　

21
年
度
は
、
深
江
漁
港

に
お
い
て
物
揚
場
、
浮
桟
橋
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　
　

布
津
漁
港
は
、
避
難
港

と
し
て
湯
田
港
の
整
備
を
計
画
し
、

22
年
度
着
手
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

布
津
漁
港
海
岸
は
、
護

岸
改
良
を
行
い
、
21
年
度
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

有
明
海
の
海
底
耕
運

（
県
営
事
業
）
を
実
施
し
、
漁
場

の
生
産
能
力
の
早
期
回
復
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
道
路
交
通
網
の
整
備
等

　
　
　
　

34
路
線
（
新
規
12
、
継

続
22
）
の
道
路
整
備
と
30
カ
所
程

度
の
維
持
補
修
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

◆
建
設
工
事
最
低
制
限
価
格
の

　
引
き
上
げ
の
試
行

　
　
　
　

建
設
工
事
の
最
低
制
限

価
格
を
５
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
引
き

上
げ
ま
す
。（
21
年
４
月
１
日
か

ら
当
分
の
間
。
上
限
90
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
）

　

本
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
手

を
取
り
合
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
挑
戦
し
て
い
く
と
と
も
に
、

各
分
野
の
取
り
組
み
に
積
極
的

に
参
加
、
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　
◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進 

　
指
針

　
　
　
　

南
島
原
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
指
針
に
沿
っ
て

協
働
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
、

活
動
分
野
を
細
分
化
し
て
具
体

的
な
行
動
内
容
を
示
す
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
着

手
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に

つ
い
て
は
、
県
下
で
い
ち
早
く
取

り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
74
人

の
方
々
か
ら
の
寄
附
金
が
６
，
０

９
１
，
０
０
０
円
。（
平
成
21
年

２
月
末
日
現
在
）
こ
れ
に
加
え
、

北
村
西
望
先
生
作
の
す
ば
ら
し
い

作
品
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
県
下

で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
市
民
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

　
　
　
　

引
き
続
き
、
教
師
の
教

育
力
を
高
め
る
学
校
教
育
活
性
化

事
業
（
あ
こ
う
プ
ラ
ン
）、
学
校

現
場
で
研
究
を
進
め
る
「
市
指
定

研
究
制
度
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

交
友
関
係
や
学
習
面
で

悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
子
ど
も
の

支
援
を
目
的
に
、
引
き
続
き
、
子

ど
も
支
援
員
８
人
、
心
の
教
室
相

談
員
８
人
を
配
置
し
、
特
別
支
援

教
育
助
手
に
つ
い
て
は
、
４
人
か

ら
８
人
に
増
員
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
　
　

本
市
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
中
枢
を
担
う
体
育
協
会
を
支
援

し
、
競
技
力
の
向
上
と
普
及
を
図

り
ま
す
。

　
　
　
　

手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
市
民
が
自
ら
運
営
管

理
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
支
援
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
の
充
実

　
　
　
　

市
民
と
の
懇
談
会
は
、

引
き
続
き
き
め
細
や
か
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
21
年
度
は
、
新
た

に
「
市
民
提
案
箱
」
を
各
支
所
に

設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　

高
校
生
が
市
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
「
南
島
原
市
ふ
る
さ
と
Ｐ

Ｒ
大
使
」
を
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

◆
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

　
の
総
合
窓
口
の
実
現

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
の
支
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
諸
証
明
の
発

行
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

に
密
着
し
た
業
務
に
特
化
し
、
お

客
様
総
合
窓
口
と
し
て
整
備
を
図

り
ま
す
。
お
客
様
総
合
窓
口
の
実

現
の
た
め
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
よ
り
よ
い

支
所
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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◆
公
営
施
設
の
民
営
化

　
　
　
　

市
立
乳
ガ
浦
老
人
ホ
ー

ム
が
、
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人

恵
光
会 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
大

乗
苑
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
保
育
所
、
幼
稚
園
の
民
営
化

に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
島
原
鉄
道
南
線
跡
地
の
活
用

　
検
討

　
　
　
　

島
原
鉄
道
南
線
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
21
年
度
は
、

新
た
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
加

を
お
願
い
し
、
検
討
し
ま
す
。

◆
政
策
評
価
お
よ
び
予
算
の
制

　
度
改
革
へ
の
取
り
組
み

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

行
政
の
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

20
年
度
か
ら
導
入
を
始

め
た
政
策
評
価
制
度
も
、
21
年
度

か
ら
は
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
こ

れ
を
広
げ
て
実
施
し
ま
す
。

将
来
像
実
現
の
た
め
の

「
人
づ
く
り
」「
協
働
」
の
あ
り
方

ず
っ
と
働
け
る
元
気
な
産
業
の
ま
ち

そ
の
ほ
か
の
主
な
懸
案
事
項

特 集 特 集

33

子どもたちの元気が
市の活力です。 南向きの斜面が多い南島原は、かんきつ類の宝庫

皆さんの「声」を聴くことを大事に考えています。

「天女の像」現在原城温泉 真砂に展示中です。

市道陣場線（南有馬町）21年４月下旬開通予定

有明海は海産物の宝庫

特産の島原手延べそうめん

だ
い

じ
ょ
う
え
ん

継  

続
継  

続

新  

規
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ド
・
ロ
神
父
が
私
財
を
投
じ

て
創
設
し
た
授
産
、
福
祉
施
設

の
う
ち
、
授
産
場
、
マ
カ
ロ
ニ

工
場
、
鰯
網
工
場
な
ど
か
ら
な
り
、

外
海
の
住
民
の
窮
状
を
救
う
為

に
建
設
。
木
造
お
よ
び
石
造
、

煉
瓦
造
、
木
骨
煉
瓦
造
の
建
物

に
は
、
随
所
に
西
洋
式
の
技
術

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

マ
カ
ロ
ニ
工
場
の
外
壁
に
は
、

独
特
の
練
り
石
積
み
技
法
（
ド
・

ロ
壁
）
が
見
ら
れ
る
。

　

今
月
は
、
長
崎
県
世
界
遺
産
学

術
会
議
に
つ
い
て
、
お
話
し
ま
す
。

　

長
崎
県
世
界
遺
産
学
術
会
議
は
、

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
の
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
候
補
の
資
産
を
選
ん
だ

り
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
（
長
い

時
間
が
た
っ
て
も
価
値
の
変
わ
ら

な
い
も
の
）
の
証
明
を
し
た
り
、

保
護
の
方
法
を
話
し
合
う
な
ど
、

学
術
的
・
専
門
的
に
行
う
組
織
で

す
。
こ
の
会
議
の
委
員
は
、
世
界

遺
産
や
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
詳

し
い
九
州
内
外
の
大
学
の
学
長
や

教
授
な
ど
６
人
の
専
門
家
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
５
回
の
会
議
で
は
、

世
界
遺
産
登
録
基
準
の
ど
の
基
準

を
満
た
す
か
ど
う
か
話
し
合
っ
た

り
、
構
成
資
産
候
補
の
絞
り
込
み

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
回
目
、
５
回
目
の
会
議
で
は
、

原
城
跡
、
日
野
江
城
跡
、
吉
利
支

丹
墓
碑
が
構
成
資
産
候
補
に
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
う
か
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
キ
リ
ス
ト
教
の

繁
栄
、
弾
圧
を
証
明
す
る
た
め
に

必
要
な
資
産
で
あ
る
」
と
し
て
、

引
き
続
き
構
成
資
産
候
補
と
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
一
方
で
は
、「
発
掘
調
査
が
進

ん
で
い
な
い
」「
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
発
掘
調
査
や
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

せ
か
い
い
さ
ん

か
い

こ
う
ほ

し
さ
ん

け
ん
ち
ょ

ふ
へ
ん
て
き
か

ち

か

ち

ほ

ご

ぐ
ん

が
く

じ
ゅ
つ

き
ょ
う

が
く

て
き

じ
ゅ
つ

せ
ん

て
き

も
ん

し
き

そ

め
い

し
ょ
う

か
い
ぎ

く
わ

じ
ゅ

き
ょ
う

も
ん

か

せ
ん

き

し
ぼ

こ

じ
ゅ
ん

め
い

し
さ
ん

は
っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

せ
い
び

し
ょ
う

は
ら

た
ん
ぼ

ひ あ
と

あ
と

え

き

り

し

の

ひ

じ
ょ
う

じ
ょ
う

き
じ
ゅ
ん

は
ん
え
い

だ
ん
あ
つ

　

平
成
20
年
度
に
西
有
家
庁
舎
に
設
置
し
た
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー
。

　

年
々
複
雑
化
す
る
消
費
生
活
問
題
に
セ
ン
タ
ー

職
員
が
相
談
を
受
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
適
切
な
機

関
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
消
費
生
活
相
談

　

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
。
振
り
込
め
詐
欺
。

　

悪
質
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
。

●
多
重
債
務
相
談

　

債
務
整
理
の
方
法
。
法
律
の
専
門
家
の
紹
介
。

　

多
重
債
務
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
自
己
破
産

　

以
外
に
も
、「
任
意
整
理
」「
特
定
調
停
」「
個

　

人
再
生
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
悩
ま
ず

　

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
一
般
相
談

　

人
権
侵
害
、
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
な
ど
。

　

　
『
知
っ
て
得
す
る
消
費
生
活
講

座
』
と
題
し
て
、「
平
穏
な
毎
日

の
知
識
」
を
あ
な
た
の
元
に
届
け

ま
す
。
内
容
は
、
皆
さ
ん
の
ご
要

望
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
被
害
や
、
相
談

の
多
い
事
例
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

の
回
り
の
「
不
安
」
を
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

※

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
月
ま
で

　

の
出
前
講
座
回
数…

10
回

※

出
前
講
座
の
申
し
込
み
は
、
今

　

月
号
の
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　　

市
で
は
『
消
費
者
被
害
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
設
置
し
、
関

係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
団

体
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
と
は

セ
ン
タ
ー
の
主
な
相
談
業
務

市
内
各
種
団
体
と
の
連
携

『
知
っ
て
得
す
る
』
を

　
　
　
　

 
あ
な
た
の
元
へ

市
政
出
前
講
座

子どもたちにもわかるよう“ふりがな”、“簡単な言葉”で紹介しています。
長崎県世界遺産学術会議
なが さき けん せ かい い さん がく じゅつ かい ぎ

11

12

13

15

17 生月・平戸の文化的景観
（18～19を含む）

20 小値賀の文化的景観
（21を含む）

26 下五島の文化的景観
（27～29を含む）

22 上五島の文化的景観
（23～25を含む）

14 黒島の文化的景観
（15を含む）

吉利支丹墓碑

日野江城跡

原城跡

黒島天主堂

16

18

19

21

25

27

28

29

田平天主堂

中江ノ島

宝亀教会

旧野首教会

青砂ヶ浦天主堂

頭ヶ島天主堂

大曾教会

江上天主堂

旧五輪教会堂

堂崎教会

23

24

南
島
原
市

平

戸

市

新
上
五
島
町

五

島

市

佐
世
保
市

小
値
賀
町

＊09’3月号紹介

❽

❾

❶

❷

❸

❹

❺

❻

10

大浦天主堂

旧羅典神学校

旧大司教館

旧伝道師学校

開国後のキリスト教信仰と
布教の拠点（❶～❹を含む）

❼ 外海の文化的景観
（❽～10を含む）

日本二十六聖人殉教地

旧出津救助院

出津教会

大野教会堂

長

崎

市

＊08’7月号紹介

＊08’8月号紹介

＊08’11月号紹介

＊09’1月号
紹介

＊09’2月号
紹介

＊08’12月号
紹介

構成資産一覧

 CHAPTER.10

構成資産シリーズ⑧

旧出津救助院
長崎市

きゅう し つ きゅう じょ いん

あ
な
た
の「
困
っ
た
」の
そ
ば
に

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

ご相談ください

※秘密は守ります。
　安心してご相談ください。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
の

相
談
現
場
か
ら
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特集：振り込め詐欺と消費者トラブル

　

平
成
20
年
度
か
ら
西
有
家
庁
舎
に

設
置
し
て
い
る
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
。

　

市
民
の「
困
っ
た
」の
窓
口
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
年
間
に
約
１
５
０
件
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
「
窓
口
を
も
っ

と
身
近
に
置
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う

希
望
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
市
政
懇
談
会
で
も
各
支
所

に
相
談
窓
口
を
置
け
な
い
か
、
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
確

か
に
各
支
所
で
相
談
が
受
け
ら
れ
れ

ば
、
一
番
い
い
で
す
し
、
そ
れ
が
遠

方
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
経
費
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
各
庁
舎
に
で
は
な
く
、
１
カ

所
に
し
か
設
置
し
な
い
の
に
は
、
理

由
が
あ
る
の
で
す
。

♥
情
報
の
集
約
が
迅
速
な
解
決
へ

　

相
談
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
一
方
で
似
た
相
談
、
以
前
受

け
た
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
度
処
理
し
た
事
案
は
、
よ
り
迅

速
な
対
応
が
可
能
な
た
め
、
１
カ
所

で
集
中
し
て
た
く
さ
ん
の
相
談
を
受

け
付
け
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
で
迅

速
な
回
答
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
の
傾
向
を
つ
か
み
や

す
く
、
早
い
段
階
で
皆
さ
ん
に
注
意

を
促
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

♥
あ
な
た
か
ら
の
相
談
は
あ
な

　

た
に
と
っ
て
大
事
な
１
件

　
「
年
間
１
５
０
件
の
相
談
」
と
聞

く
と
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
１
件

は
、
い
っ
た
ん
問
題
が
発
生
す
れ
ば
、

あ
な
た
の
生
活
を
一
変
し
か
ね
な
い

一
大
事
。「
め
っ
た
に
な
い
一
大
事
」

だ
か
ら
こ
そ
、「
近
く
で
」よ
り
も「
経

験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
」
相
談

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
し
た
い
、

と
、
市
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

♥「
西
有
家
は
遠
い…

」
と

　
　
　
　
　
　
　

 

思
っ
て
も
、

　

ま
ず
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
支
所
に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
適
切
な

担
当
課
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
何
か
あ
っ
た
ら
、
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
す
る
こ
と
。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
体
に
悪
い
」
と
言
わ
れ
る

と
つ
い
気
に
な
る
も
の
。
健
康

に
不
安
が
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で

す
。
「
カ
ビ
」
と
言
わ
れ
た
が
、

よ
く
調
べ
た
ら
た
だ
の
シ
ミ

だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

健
康
器
具
の
効
果
は
、
実

際
に
は
長
い
期
間
使
用
し
な

い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

中
に
は
高
額
な
商
品
も
あ

り
「
今
だ
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
」
と
契
約
を
急
が
せ
る
業

者
も
い
ま
す
。

　
『
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
』
と
は
、「
一
度
、
頭

を
冷
や
し
て
考
え
る
」
と
い
う
意
味
。
消
費
者

が
契
約
を
し
た
後
で
、
冷
静
に
考
え
直
す
期
間

を
与
え
、
一
定
期
間
（
８
日
間
ま
た
は
20
日
間
。

販
売
方
法
で
異
な
り
ま
す
）
で
あ
れ
ば
無
条
件

で
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
要
事
項
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
簡
易
書
留
（
必
ず
コ
ピ
ー
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
）
で
相
手
方
に
送
れ
ば
、
手
続
き
は

終
了
で
す
。
商
品
購
入
の
と
き
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
も
同
時
に
し
て
い
る
場
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
に
も
同
じ
書
面
を
送
り
ま
す
。　

Ｑ
．
自
宅
に
い
き
な
り
業
者
が
来
て
、
防
犯

　

ブ
ザ
ー
を
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
、
仕
方
な

　

く
20
万
円
で
買
っ
た
。
よ
く
考
え
る
と
、

　

高
額
で
、
必
要
な
い
も
の
な
の
で
、
返
し

　

た
い
。
可
能
か
？

Ａ
．
訪
問
販
売
で
防
犯
機
器
を
買
っ
た
場
合
、

　

商
品
の
価
格
が
３
，
０
０
０
円
以
上
、
契

　

約
の
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内

　

で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

　

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ

　

て
い
る
場
合
で
も
、
消
費
者
契
約
法
に
あ

　

る
問
題
行
為
な
ど
が
あ
れ
ば
、
契
約
を
取

　

り
消
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め

　

ず
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
平
成
20
年
４
月
か
ら
２
月
ま
で
で
ク
ー
リ

　

ン
グ
・
オ
フ
で
解
決
し
た
件
数…

10
件

　

こ
の
法
律
は
、
契
約
の
取
り
消
し
や
、
消

費
者
に
一
方
的
に
不
利
益
な
条
項
を
無
効
と

す
る
こ
と
な
ど
で
、
契
約
に
お
け
る
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
法
律
で
す
。

《
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
と
き
》

●
販
売
時
に
聞
い
た
説
明
が
ウ
ソ
だ
っ
た
！

●
絶
対
も
う
か
る
っ
て
聞
い
た
の
に
！

●
都
合
の
悪
い
こ
と
は
教
え
て
も
ら
え
な

　

か
っ
た
！

●
契
約
す
る
ま
で
帰
し
て
も
ら
え
な
か
っ

　

た
！

　

こ
の
手
口
は
、
マ
ル
チ
商
法
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
金
銭
の
み
な

ら
ず
、
人
間
関
係
悪
化
の
被
害
が

特
徴
で
す
。
説
明
ど
お
り
の
収
入

は
な
く
、
知
人
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
被
害
者
か
ら
加
害
者
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
装
い
、
事

務
所
に
連
れ
て
行
か
れ
、
商
品
を

勧
誘
す
る
手
口
で
す
。
数
人
で
取

り
囲
ん
で
契
約
す
る
ま
で
し
つ
こ

く
勧
誘
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

「
つ
い
て
い
か
な
い
」
こ
と
が
一

番
の
自
衛
策
で
す
。

訪
問
販
売
で
防
犯
ブ
ザ
ー
を

買
っ
た
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い

実例Q＆Ａ
契約の心得５カ条 「契約Ｏ.Ｋ.」

け けじめが大事
「買う」「買わない」をハッキリ言いましょう！

O.K. O.K. 出したら自分の責任「買う」の意思表示、署名、捺印は慎重に！

く くどい説明、要注意！
メリット（長所）ばかり強調していませんか？

や やさしく教えて、内容を
わかないことは、理解できるまで質問しましょう。

い いつもメモする相手の言葉
契約書、パンフレットや資料、メモを保管して
おきましょう。

必
ず
コ
ピ
ー
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

コラム

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

を
各
支
所
に
置
か
な
い
理
由

　
訪
問
販
売
で
、「
布
団
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
見
せ
た
ら
、「
カ
ビ
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
体
に
悪
い
。」
と
高
い
布
団
を
買
わ
さ
れ
た
。

トラブル１家にいれない対策トラブル２即断しない対策

　
『
人
を
紹
介
す
る
だ
け
で
紹
介
料
を
も
ら
え
る
。必
ず
も
う
か
る
』と

誘
わ
れ
、
健
康
食
品
な
ど
を
買
っ
て
会
員
に
な
っ
た
。友
人
に
勧
め
て

も
誰
も
買
っ
て
く
れ
ず
、
友
人
と
の
関
係
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

トラブル３甘い話を信用しない対策
　
街
で
声
を
か
け
ら
れ
て
事
務
所
の
よ
う
な
所
に
連
れ
て

行
か
れ
、
高
額
な
商
品
を
す
す
め
ら
れ
た
。
契
約
す
る
ま

で
帰
し
て
も
ら
え
ず
、
怖
く
な
っ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

トラブル４きっぱりと断る対策

　
「
体
に
い
い
」「
痛
み
が
な
く
な
る
」
と
し
つ
こ
く

す
す
め
ら
れ
、
健
康
器
具
を
買
っ
た
が
、
全
く
効
果

が
な
い
。

　
悪
質
商
法
の
契
約
取
り
消
し
や
、
消
費
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
。
早
め
の
相
談
が
確
か
な
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
の
予
防
は
、
ま
ず
被
害
に
遭
わ
な
い
こ
と
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
実
際
に
受
け
た
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

市民相談
センターの
相談現場から

　「
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
そ
れ
で
も
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
ら…

。

　
そ
ん
な
「
万
が
一
」
に
消
費
者
の
皆
さ
ん
を
守
る
法
律
、

制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

もしも被害に
あったら…
消費者の味方！
役に立つ

クーリング・オフ制度
要件を満たせば無条件に解除

消 費 者 契 約 法
期間が過ぎてもあきらめないで！

特集
振り込め詐欺と
消費者トラブル

制
度
と
法
律

心を込めて対応しています。

「振り込め詐欺では？」と思ったら…
南島原警察署 ☎0957（86）2110または最寄りの交番にご相談ください。

ご相談
お問い合わせ

南島原市市民相談センター （人権・男女共同参画室内：西有家庁舎１階）
☎050（3381）5035　: jinken@city.minamishimabara.lg.jp

ご相談
お問い合わせ 広報 2009.４ 10広報 2009.４11



特集：振り込め詐欺と消費者トラブル

●
ど
う
し
て
振
り
込
ん
で
し
ま

　

う
の
か
？

　

皆
さ
ん
は
、
今
回
の
未
遂
事
件
を

お
聞
き
に
な
っ
て
、「
な
ぜ
振
り
込

も
う
と
思
っ
た
の
か
な
？
」
と
思
わ

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
詐
欺
集

団
は
、
私
た
ち
の
心
理
を
巧
み
に
利

用
し
、
し
か
も
日
々
新
し
い
手
口
で

つ
け
こ
ん
で
き
ま
す
。　
　
　
　

↖

●
良
好
な
人
間
関
係
が
あ
な
た

　

を
救
う
！　

　

と
も
す
れ
ば
、
職
場
の
人
間
関
係

は
希
薄
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今
回

は
、「
職
場
で
の
相
談
」
が
、
詐
欺

か
ら
救
い
ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。
き
っ
と
職
場
の
雰

囲
気
も
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

振
り
込
め
詐
欺
が
日
々
進
化
す
る

以
上
、
私
た
ち
自
身
も
自
衛
が
必
要

で
す
が
、
中
で
も
「
力
を
合
わ
せ
て

詐
欺
に
対
抗
す
る
」
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

●
振
り
込
ん
で
も
気
持
ち
は
楽

　

に
な
り
ま
せ
ん

　

最
後
に
、
振
り
込
ん
だ
ら
ど
う
な

る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

振
り
込
ん
で
済
む
こ
と
な
ら
、
早

く
振
り
込
ん
で
楽
に
な
り
た
い
、
と

い
う
気
持
ち
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

で
す
が
、
い
っ
た
ん
振
り
込
ん
で
そ

れ
が
詐
欺
だ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で

よ
り
も
ず
っ
と
嫌
な
気
持
ち
が
、

ず
っ
と
長
く
続
く
の
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

詐
欺
を
少
し
離
れ
、
一
例
を
あ
げ

る
と
、
た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
、
他

人
の
高
価
な
品
物
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
た
と
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

口
は
渇
き
、
動
悸
も
す
る
で
し
ょ
う
。

お
な
か
の
下
の
方
に
暗
く
て
重
い
も

の
が
ず
っ
し
り
あ
る
感
覚
。
と
て
も

嫌
で
、
早
く
な
ん
と
か
し
た
い
、
そ

ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

こ
の
例
は
、
詐
欺
と
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
が
、
詐
欺
に
遭
遇
し
た
人
は
、

少
な
か
ら
ず
こ
う
い
う
心
理
的
状
況

に
な
る
こ
と
。
こ
う
い
う
状
況
で
は
、

正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
、
実
際
に

で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も

多
い
の
で
す
。

　

で
は
、
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

●
ま
ず
は
身
近
な
人
に
相
談
を
！

　

ま
ず
は
、
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

で
す
。
心
理
的
な
不
安
が
「
安
易
な

振
り
込
み
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考

え
て
も
、
ま
ず
誰
か
に
相
談
し
て
、

心
理
的
な
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
は
、

そ
れ
が
仮
に
詐
欺
で
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
適
切
な
対
応
に
つ
な
が
り
ま

す
。
家
族
や
友
人
と
日
ご
ろ
か
ら
話

し
合
う
習
慣
や
、
相
談
で
き
る
人
間

関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↘

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
て
、
税
金
な
ど
を

還
付
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職
員
を

名
乗
り
、
税
金
な
ど
の
還
付
金
や
返
戻
金
を
還

付
す
る
手
続
き
を
装
っ
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導

し
ま
す
。
誘
導
後
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
さ
せ
、

現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
に
付

け
込
ん
だ
も
の
で
、
還
付
手
続
き
と
見
せ
か
け
、

実
際
に
は
振
り
込
み
を
さ
せ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
銀
行
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
で

は
、
受
け
取
り
の
口
座
を
指
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
、
振

り
込
み
も
連
絡
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

は
が
き
や
メ
ー
ル
で
「
訴
え
ら
れ
て
い

ま
す
」「
放
置
す
る
と
差
し
押
さ
え
ら
れ

ま
す
」「
完
納
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」「
債
務

が
発
生
し
ま
し
た
」
な
ど
、
不
安
を
あ
お

る
文
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
そ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
か
な
」

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

迷
っ
た
末
に
電
話
す
る
場
合
で
も
、
書

い
て
あ
る
連
絡
先
で
は
な
く
、
電
話
帳
な

ど
で
番
号
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

　

保
証
金
な
ど
を
要
求
さ
れ
た
ら
す

ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
や
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

借
入
先
を
一
本
化
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
人
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

無
担
保
、低
金
利
、即
融
資
を
掲
げ
、

勧
誘
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
条
件
の
よ

い
融
資
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

融
資
の
申
し
込

み
で
、
金
融
会
社

が
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

電
話
を
切
っ
た
後
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、

家
族
、
知
人
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

親
族
や
警
察
官
な
ど
を
装
っ
て
電
話
。
交
通

事
故
の
示
談
金
、
横
領
し
た
会
社
の
補
て
ん
金

な
ど
の
名
目
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

　

電
話
で
の
本
人
の
確
認
は
、
思
っ
た
以
上
に

難
し
い
も
の
で
す
。
事
実
確
認
な
ど
を
必
ず
知

人
や
家
族
に
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

か
け
て
き
た
相
手
が
本
人

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
家
族
と
の
連
絡
に
使
う

番
号
に
あ
ら
た
め
て
か
け
直

す
こ
と
も
有
用
で
す
。

　２月12日㈭、「振り込め詐欺撲滅広報キャラバ
ン隊」が市役所を訪れ、振り込め詐欺撲滅に向
けたメッセージを伝達しました。これは、近年
被害が拡大している「振り込め詐欺」に遭わな
いよう、啓発のために県と県警が共同で実施し
たもので、同隊は、長崎県庁を出発。島原市な
どを経て、深江庁舎からは、引き継ぎを受けた
深江町の青色防犯パトロール「くすのき会」の
皆さんも参加し、市民に呼びかけを行いながら、
ゴールである南島原市役所を目指しました。
　市役所で行われたメッセージの伝達式では、
県警生活安全課長が、「振り込め詐欺は、巧妙な
手口であることから誰もがだまされる可能性が
あります。そのためにも市民皆さんによる一層
の取り組みをお願いします」とメッセージを伝
達すると、受け取った岩本副市長は、「振り込め
詐欺の増加を憂慮しています。市としても撲滅
に向け取り組みます」と決意を新たにしました。

詐欺手口１今
後
特
に
注
意
‼（
定
額
給
付
金
や
地
デ
ジ
移
行
に
伴
う
詐
欺
）

還
付
金
等
詐
欺

　
「
高
齢
者
医
療
保
証
金
の
還
付
手
続
き

　
を
し
ま
す
。電
話
で
案
内
し
ま
す
の
で

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い…

」

架
空
請
求
詐
欺

　
「
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
が

　
未
払
い
で
す
」

詐欺手口２

詐欺手口３

詐欺手口４

振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
電
話
な
ど
で
「
振

り
込
ん
で
」
と
い
わ
れ
た
ら
、ま
ず
、家
族
、知
人
、警
察
な
ど
に
相
談
を
！

　

２
月
24
日
㈫
、
加
津
佐
町
の
医
院

職
員（
Ａ
氏
）が
振
り
込
め
詐
欺
に
あ

い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
相
談
を

受
け
た
同
医
院
の
事
務
長
、
大
木
格

さ
ん
が
説
得
。
未
然
に
阻
止
す
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
を
受
け
た
大
木
さ
ん
に
よ
る
と
、Ａ
氏
宅
に
は
が
き

で
「
民
事
訴
訟
裁
判
通
告
」
が
届
き
、「
今
日
中
に
48
万
円

振
り
込
む
よ
う
」
指
示
。Ａ
氏
は
、
記
載
内
容
に
覚
え
は
な

い
も
の
の
、
親
戚
な
ど
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
を
恐
れ
、
大

木
さ
ん
に
資
金
繰
り
の
相
談
を
し
た
も
の
。

　

大
木
さ
ん
は
、
普
通
郵
便（
は
が
き
）で
の
通
告
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
不
審
に
思
い
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
確
信
。

　

Ａ
氏
の
同
意
を
得
て
警
察
に
通
報
し
た
と
こ
ろ
、
振
り
込

め
詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
水
際
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

振
り
込
め
詐
欺
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
身
の
回
り

　
に
も
振
り
込
め
詐
欺

振
り
込
む
前
に
ま
ず
相
談
を
！

「今日中に48万円振り込め！」

「記憶にないけど家族に迷惑がかかるし…」

実録
解説南

島
原
警
察
署 

刑
事
生
活
安
全
課

森　

 

広 

美 

課
長

詐欺に
対抗！

「
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
」
と
大
木
格
さ
ん

融
資
保
証
金
詐
欺

　
「
低
金
利
で
無
担
保
、
審
査
済
み

　
で
す
か
ら
す
ぐ
貸
せ
ま
す
」

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
「
俺
だ
け
ど
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ
。

　
今
日
中
に
振
り
込
ま
な
い
と
ク
ビ
に

　
な
っ
て
し
ま
う
」

市内でもっとも多い詐欺です
●
定
額
給
付
金
は
、指
定
の「
青
い
封
筒
」（
25
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
で
通
知
を
行
っ
て
い
ま

　

す
。
は
が
き
や
市
販
の
封
筒
で
通
知
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
口
座
番
号
の

　

確
認
を
し
た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
を
指
示
す
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
口
座
番
号
は
、
持
参

　

ま
た
は
郵
送
い
た
だ
い
た
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
も

　

と
に
確
認
し
て
い
ま
す
）
疑
わ
し
い
場
合
は
、

　

一
度
電
話
を
切
り
、
再
度
手
元
の
電
話
帳
な
ど

　

で
確
認
し
た
電
話
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

●
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
移
行
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
受
信

　

対
策
員
な
ど
を
名
乗
り
、
受
信
工
事
な
ど
を
請

　

求
す
る
詐
欺
が
、
今
後
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

特集
振り込め詐欺と
消費者トラブル

お手柄!!

い
た
る

振り込め詐欺撲滅を目指して‼

青色防犯パトロール「くすのき会」を副市長が激励。

南島原市市民相談センター （人権・男女共同参画室内：西有家庁舎１階）
☎050（3381）5035　: jinken@city.minamishimabara.lg.jp

ご相談
お問い合わせ 広報 2009.４ 12広報 2009.４13

「振り込め詐欺では？」と思ったら…
南島原警察署 ☎0957（86）2110または最寄りの交番にご相談ください。

ご相談
お問い合わせ



　
「
ほ
ん
も
の
体
験
」「
体
験
民
泊
」

と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

農
山
漁
村
で
、
農
林
漁
業
な
ど

で
生
活
し
て
い
る
人
と
仕
事
や
作

業
を
一
緒
に
行
い
、
交
流
を
行
う

こ
と
。
観
光
客
用
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
「
ほ
ん
も
の

の
体
験
」。
体
験
し
た
人
は
、
そ
こ

に
本
当
の
交
流
と
本
当
の
感
動
が

あ
る
の
だ
と
、
口
を
そ
ろ
え
て
言

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
人

の
家
に
泊
ま
り
、
食
事
を
作
っ
た
り
、

一
緒
に
食
事
を
と
っ
た
り
す
る
。

そ
の
こ
と
自
体
を
楽
し
み
ま
す
。

　

特
に
修
学
旅
行
や
団
塊
の
世
代

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
日
の
日
本
の
社
会
で
は
、
多

く
の
人
が
人
間
関
係
や
仕
事
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
人
々
の
中
に
は
、「
心

の
豊
か
さ
」
の
た
め
、「
人
と
人
」

「
人
と
自
然
」
な
ど
都
市
で
は
で

き
な
い
交
流
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

旅
行
者
は
、
私
た
ち
の
日
常
的

な
暮
ら
し
（
旅
行
者
に
と
っ
て
は

非
日
常
的
）
に
「
癒
し
を
感
じ

る
」
の
だ
と
言
い
ま
す
。

　　

私
た
ち
自
身
も
ま
た
、
自
ら
の
生
活
に

満
足
し
て
い
た
り
、
自
分
自
身
の
幸
せ
を

確
認
で
き
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、「
ほ
ん
も
の
体
験
」「
体
験
民

泊
」
を
通
し
て
「
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ

を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
」「
感
動
す

る
生
徒
た
ち
を
見
て
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
実
感
し
た
」
と
い
う
人
は
多
い

よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
お
互
い
の
需
要
の
一
致
が
、

「
ほ
ん
も
の
体
験
」「
体
験
民
泊
」
の
増
加

を
後
押
し
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、

副
収
入
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
産
業

と
し
て
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
農
林
漁
業
な
ど
の
担
い
手
不

足
や
高
齢
化
が
進
み
、
耕
作
放
棄
地
や
人

口
減
少
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
「
ほ
ん
も
の
体
験
」「
体
験

民
泊
」
に
よ
り
、
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
、

「
南
島
原
市
」
や
地
域
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
、
積
極
的
に
体
験
型
観
光
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
実
践
者
に
は
、
普
段
の
農

作
業
な
ど
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、「
体
験

料
」
と
い
う
副
収
入
が
入
り
ま
す
の
で
、

所
得
が
増
え
ま
す
。
ま
た
「
観
光
客
」
と

交
流
す
る
こ
と
で
、「
人
と
人
」
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
林
漁
業
に
誇
り
を
持
ち
、「
働

き
が
い
」や「
生
き
が
い
」へ
と
繋
が
っ
て
、

最
後
は
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
明
る
い

ま
ち
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
市
を
「
ほ

ん
も
の
体
験
」「
体
験
民
泊
」
を
通
し
て
、

南
島
原
市
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　

交
流
人
口
の
増
加
は
、
観
光
客
の
食
事

や
地
場
産
品
の
購
入
、
ひ
い
て
は
地
域
経

済
の
活
発
化
な
ど
、
ほ
か
の
分
野
へ
の
良

い
影
響
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
活
発
に
な
る
の
で
、
地
域
全
体
が
元

気
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　　
　

体
験
民
泊
と
は
、
ま
る
で
「
親
戚
」

を
も
て
な
す
よ
う
に
「
観
光
客
」
を
宿

泊
さ
せ
る
も
の
で
、
特
別
な
も
の
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ん
用
の
布
団

と
部
屋
が
あ
れ
ば
、
あ
と
は
普
段
の
生

活
で
十
分
で
す
。
旅
行
者
は
、「
あ
な

た
の
普
段
の
生
活
」
を
楽
し
み
に
し
て

き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
飾
ら
な
い
自

然
体
で
い
い
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
市
で
は
こ

れ
か
ら
も
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。　

「えっ？これがアスパラガスの葉っぱ？」

ほうれん草の収穫をする子どもたち

収穫の指導をする農家

「田植え」って楽しい ! でも腰が痛い !

収穫の喜びを体験

【 「
受
け
入
れ
る
」と
い
う
こ
と 

】

【 

地
域
や
市
の
メ
リ
ッ
ト
も
！ 

】

【 

さ
ら
に
広
が
る
輪 

】

【 

あ
な
た
に
も
で
き
る「
体
験
民
泊
」 

】
な
ぜ
、「
ほ
ん
も
の
体
験
」

「
体
験
民
泊
」が
求
め
ら
れ 

て
い
る
の
か

「
ほ
ん
も
の
体
験
」

「
体  

験  

民  

泊
」 

と
は
？

受
け
入
れ
る
私
た
ち
に
と
っ
て

「
ほ
ん
も
の
体
験
」 「
体
験
民
泊
」と
は
？

今、 旅が変わる‼
　現在、一般の旅行や修学旅行が、「観る」観光から「体験型」の
観光へと変化しています。
　旅行者は旅の進路を田舎に向けて旅立ち、旅先で農作業や漁業の
体験などを喜んで行います。それは、田舎で暮らす私たちにとって
は決して珍しくない毎日の光景。日ごろの疲れを癒しに旅に出る私
たちには、少し考えにくい発想かもしれませんね。
　こうしたニーズを説明するキーワード「ほんもの体験」「体験民
泊」を紹介します。

「ほんもの体験」「体験民泊」で
「おもてなし」してみませんか？
「ほんもの体験」「体験民泊」で
「おもてなし」してみませんか？

南島原市を活性化させる体験型観光を推進するには、市民皆さんの力が必要です。
「ほんもの体験」と「体験民泊」で、元気な南島原市をつくりましょう！

　「ほんもの体験」や「体験民泊」に興味がある人は、お気軽にお問い合わせください。
▼お問い合わせ　企画振興部 商工観光課　☎０５０（３３８１）５０３２

「ほんもの体験」 「体験民泊」 を実践する人を募集
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●
募
集
期
間

　

４
月
６
日
㈪
〜
５
月
22
日
㈮

●
貸
し
付
け
を
受
け
る
人
の
条
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が

　

困
難
で
あ
る
こ
と
。

②
人
物
、
学
業
と
も
奨
学
生
と
し

　

て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。

③
貸
付
金
の
償
還
能
力
を
有
し
、

　

本
市
内
に
居
住
す
る
保
証
人
が

　

存
在
す
る
こ
と
。

●
出
願
の
方
法
お
よ
び
留
意
点

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
各
町
教

育
振
興
班
お
よ
び
本
庁
教
育
委
員

会
に
備
え
て
い
ま
す
。
借
入
希
望

者
は
、
在
学
証
明
書
（
入
学
後
の

在
学
校
が
発
行
）
お
よ
び
成
績
証

明
書
（
高
校
１
年
生
は
卒
業
し
た

中
学
校
、
大
学
１
年
生
は
卒
業
し

た
高
校
、
大
学
２
年
生
以
上
は
在

学
大
学
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ

い
）
が
必
要
で
す
。

①ＦＲＰ船リサイクルのご相談窓口
②ＦＲＰ船廃船処理の受け付け
③料金のお見積もり
④廃ＦＲＰ船の一時保管

登録販売店業務内容

　市では、「単独処理浄化槽」から「合併処理浄化槽」
に転換する場合、その際にかかる「単独処理浄化槽」
の撤去費を浄化槽設置に対する補助金に上乗せして交
付します。
　この機会に、ぜひ「合併処理浄化槽」への切り替え
をご検討ください。

●対象者
　（合併処理）浄化槽設置補助金の交付を受ける人で
　「単独処理浄化槽」を撤去する人
※下水道認可区域など一部の区域は補助の対象となりません。
※その他の補助要件は下水道課までお尋ねください。

●補助金額　撤去費に係る経費（限度額…９万円）

●申請および交付
　（合併処理）浄化槽設置補助金と同時に行います。

　浄化槽には、し尿（水洗トイレの汚水）のみを処理する
「単独処理浄化槽」と、し尿と生活雑排水（台所や風呂、洗
濯などの排水）の両方をあわせて処理する「合併処理浄化
槽」の２種類があります。
　そのうち「単独処理浄化槽」は、し尿だけを処理し、生活
雑排水はそのまま川や海に流されるため、水質悪化の大
きな原因となっています。

▼申し込み・お問い合わせ
　水道部 下水道課　☎０５０（３３８１）５０７１

　

南
島
原
市
景
観
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
市
民
皆
さ
ん
の
ご

意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
●
資
料
の
閲
覧
場
所 　
　

　

市
役
所
お
よ
び
各
各
支
所　
　

（
南
島
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に　

も
掲
載
し
ま
す
）

◆
閲
覧
期
間
（
予
定
）

　
５
月
１
日
㈮
〜
６
月
１
日
㈪

●
対
象
者

・
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

　

学
す
る
人

・
市
内
に
事
業
所
な
ど
有
す
る
人

・
今
回
策
定
を
予
定
し
て
い
る
南

　

島
原
市
景
観
計
画
（
素
案
）
に

　

利
害
関
係
を
有
す
る
人

●
意
見
の
提
出
方
法

◆
提
出
期
間

　
５
月
１
日
㈮
〜
６
月
１
日
㈪

　
（
必
着
）

◆
提
出
方
法

　
　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

意
見
内
容
を
記
載
し
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

　

提
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
持
参

　

く
だ
さ
い
。

＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
要
旨
と

　

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

　

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

　

る
予
定
で
す
。

「単独処理浄化槽」を
　  「合併処理浄化槽」へ
　　   転換しませんか？

ご
意
見
の
応
募
方
法

生活雑排水と合併処理浄化槽

「市を知りたい」、「いろいろ知りたい」をあなたのもとへ
　講座には、くらしと生活に関することのほか、健康づくり、
まちづくり、産業振興など、さまざまなメニューを用意してい
ます。自治会や地域の団体での学習会、学校、事業所での研修
などにぜひご利用ください。
　申し込みは、各支所備えの市政出前講座チラシに添付してい
る「受講申込書」を秘書広報課または各支所へ提出ください。

▼申し込み・お問い合わせ
　総務部 秘書広報課　☎０５０（３３８１）５００１

●奨学金の月額

　奨学金は、毎月、本人に貸与
します。ただし、今年採用者の
初回貸与は７月末の予定です。
また、貸与する奨学金には利子
は付きません。

高等学校（国立海上技術学校を含む）
１５,０００円以内

大　学（短大を含む）
３０,０００円以内

高等専門学校
３０,０００円以内

専修学校（２年以上の専門課程に限る）
３０,０００円以内

４月１日～６月23日

受 付 期 間

７月３日～７月15日

搬 入 期 間

７月16日～７月18日

９月１日～12月24日 平成22年
１月14日～１月28日

平成22年
１月29日～２月１日

解 体 期 間

●受付期間　ＦＲＰ船リサイクルシステムの『登録販売店』が、皆さんか
　　　　　　ら廃ＦＲＰ船の処理申し込みを受け付ける期間です。
●搬入期間　「指定取引場所」へ廃ＦＲＰ船を持ち込む期間です。
●解体期間　「指定取引場所」における廃ＦＲＰ船の解体・処理の期間です。

長崎県の平成21年度 FRP船リサイクル 受付・搬入・解体 日程

㈱畑　島

ヤンマー船舶システム㈱（長崎支店）

長崎サンセットマリーナ㈱

㈱西菱環境開発（時津支店）

㈱マリンベーストリトン

対馬市厳原町大手橋1215

長崎市御船蔵町１－20

長崎市福田本町1892

西彼杵郡時津町久留里郷1525

西海市西海町中浦北郷768

☎0920（52）0308

☎095（822）2164

☎095（865）3000

☎095（814）2229

☎0959（33）2005

登録販売店

㈱矢敷環境保全 大村市富の原２－921 ☎0957（55）5333

指定引取場所

お問い合わせは各担当課へ

廃FRP船の処理はご相談ください
▼お問い合わせ　FRP船リサイクルセンター（社団法人 日本舟艇工業会 内）
  　　　　　　  ☎０３（３５６７）６９２９   ℻０３（３５６７）０６３５
  　　　　　　  東京都中央区銀座２－５－１浅野ビル６階
  　　　　　　  ホームページ　http://www.marine-jbia.or.jp/

～ゴミから資源に～ FRP船リサイクルシステム

　
　
　  

南
島
原
市
奨
学
生
募
集

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課　

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
８
０

　

南
島
原
市
奨
学
資
金
貸
付
制
度
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

な
ど
で
、
学
修
意
欲
に
富
み
、
優
れ
た
資
質
を
持
ち
な
が
ら
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
学
資
を
貸
与
し
、
将
来
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

平
成
21
年
度

＊
詳
細
は
広
報
南
島
原
３
月
号
10
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

平
成
17
年
11
月
、
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
を
適
切
に
処
理
し
再
資
源
化
す
る
「
Ｆ
Ｒ

Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
に
毎
年
１
度
ま
た
は
２
度
の
期
間
を
決
め
て
、
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
け
付
け
は
左
記
の
マ
ー
ク
の
あ
る
「
登
録
販
売
店
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
南
島
原
市
景
観
計
画（
素
案
）」に
関
す
る
市
民
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）に
つ
い
て

▼申し込み・お問い合わせ
　建設部 都市計画課 都市計画班
　☎０５０（３３８１）５０６７
　℻０９５７（８５）３１４２
　：toshikeikaku@city.minamishimabara.lg.jp

　南島原市を構成する歴史的・文化的
な景観および豊かな自然が織りなす、
すばらしい景観を後世に残すために、
「南島原市景観計画」を策定します。

市政出前講座
市民協働のまちづくり平成

21年度

このマークが目印
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次の場合は、届け出が必要です。
速やかに各支所市民窓口班（西有家は西有家庁舎３階環境課）へ届け出てください。
①犬が死亡した場合（鑑札および狂犬病予防注射済票が必要です。） 
②犬の所有者の氏名または住所が変わった場合 
③犬の所在地が変わった場合 
④犬の所有者が変わった場合（登録済の犬を譲り受けた場合は、新たに登録の必要はあ
　りませんが、新しい所有者は、所有者が変更になったことを、届け出なければなりません。）

　最近、市内の道路や公園、民家の庭先等で、犬や猫のフン
が散乱しているという「フン害」の苦情が多数寄せられてい
ます。
　フンを拾って持ち帰るのは飼い主とし
ての最低限のマナーです。散歩するとき
は周りに迷惑をかけないように、必ずフ
ンを処理する袋やティッシュなどを持ち
歩いてください。

　循環型社会の形成を目指して、本市では昨年12月から
家庭で使用された廃油の回収をスタートしています。
　市民の皆さんのご協力により、２カ月で５７０Ｌの廃
油を回収しています。
　回収された廃油は、北有馬町にあるエコ・パーク論所
原でＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）に精製された後、
ごみ収集車等の燃料として再利用されています。
　各支所に回収場所を用意していますので、ご協力くだ
さい。

　最近、海岸に漂着した信号弾を誤って操
作した人が大怪我する事件が県内で発生し
ました。
　大変危険ですので、漂着した信号弾を発
見した場合には、触れたりせずに、速やか
に市民生活部環境課または各支所市民窓口
班にご連絡ください。

　スズメバチの巣には、
危険ですので近づかない
でください。
　スズメバチ駆除につい
ては、市民生活部環境課または各支所市民
窓口班にご相談ください。

①狂犬病予防注射手数料………3,050円　　②新規登録の場合……… 6,050円
   （注射済票交付手数料（550円）含む）　　　　　　　　（登録料（3,000円）＋狂犬病予防注射料（3,050円）含む）

予防注射時費用（１頭の場合）

　

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
と
し
て
追
加
さ

れ
た
『
液
晶
式
お
よ
び
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
』
と
『
衣
類
乾
燥
機
』
の

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

記
載
し
た
料
金
は
一
般
的
な
料
金
で
す
。
メ
ー
カ
ー
で
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
依
頼
す
る
購
入
店
ま
た
は
家
電
販
売
店
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

リサイクル料金（税込）

泫リサイクル料金の外に「収集運搬料」（引
　取店から製造メーカーの指定引取所まで）
　が必要となります。引取店で確認してくだ
　さい。
泫家電リサイクル法対象物については不燃物
　として出すことはできません。

●リサイクル料金
　画面サイズが16Ｖ型以上のもの
　2,835円（税込）
　画面サイズが15Ｖ型以下のもの
　1,785円（税込）
※Ｖ型に小数部分がある場合は、小数部分を四捨五
　入したもの

●液晶式およびプラズマテレビ

●リサイクル料金　2,520円（税込）

●衣類乾燥機

お問い合わせは各担当課へ

狂犬病注射が始まります
▼お問い合わせ　市民生活部 環境課 環境政策班または各支所
  　　　　　　  ☎０５０（３３８１）５０４１

4月10日㈮から

　登録されている犬は予防注射の通知と問診票を送付しますので記入のうえ、持参してください。

漂着信号弾に注意‼

スズメバチの駆除について

加
津
佐
町

口
之
津
町

深

江

町

布

津

町

有

家

町

西

有

家

町

　 場 　 　 所 　 　時　　間　実 施 日地区 　 場 　 　 所 　 　時　　間　実 施 日地区
津波見小学校体育館

瀬 野 運 動 広 場
深 江 支 所 前
小 林 第１運 動 広 場
みどりが丘運動広場

潮 入 崎 公 民 館
第２分校体育館駐車場
旧 住 吉 工 務 店 倉 庫
世 紀 の 泉 駐 車 場

堂 崎 出 張 所
堂 崎 公 民 館
有家東部地区トレーニングセンター

有 家 保 健 セ ン タ ー
小 川 公 民 館
有 家 農 村 婦 人 の 家

商工会西有家支所前
高 貝 野 バ ス 停 前
長 野 公 民 館 前
龍 石 公 民 館 前
見 岳 消 防 団 詰 所
慈 恩 寺 公 民 館 前
西 有 家 庁 舎 裏

10：00～10：20
東 串 公 民 館 10：40～11：20
宮 原 体 育 館 11：40～12：00
山 口 公 民 館 13：20～13：40
加津佐公民館下駐車場 14：00～15：00

口之津運動広場（旧町民グラウンド） 10：00～11：30
早 崎 漁 港 埋 立 地 13：10～13：50
口之津支所裏駐車場 14：20～15：00

４月10日㈮

４月15日㈬

南

有

馬

町

北

有

馬

町

古 園 公 民 館 9：30～ 9：45
北 岡 天 満 宮 10：00～10：15
浦 田 浅 間 神 社 10：30～10：50
南 有 馬 庁 舎 駐 車 場 11：00～12：00
吉 川 公 民 館 13：10～13：30
白 木 野 公 民 館 13：50～14：20
梅 谷 公 民 館 14：40～15：00

４月14日㈫

折 木 公 民 館 9：40～ 9：55
原 山 バ ス 停 付 近 10：10～10：25

9：30～10：20
10：40～11：50
13：10～13：50
14：10～15：00

9：30～10：10
10：30～11：10
11：30～12：00
13：15～15：00

10：30～11：30
13：00～13：40
14：00～14：30

10：30～11：40
13：00～13：40
14：00～14：40

10：30～11：30
13：00～13：30
13：40～14：10
14：30～15：00
10：30～11：00
11：15～11：45
13：00～14：00

第 二 分 団 詰 所 10：40～10：55
西 正 寺 公 民 館 横 11：10～11：25
灰 木 消 防 団 詰 所 11：45～12：00
老人福祉センター前 13：10～13：40
春 日 神 社 境 内 13：55～14：10
西 田 平 公 民 館 前 14：25～14：40
下 内 中 尾 公 民 館 前 14：55～15：10

４月24日㈮

４月22日㈬

４月23日㈭

４月20日㈪

４月21日㈫

４月16日㈭

４月17日㈮

▼お問い合わせ
　市民生活部 環境課
　または各支所
　☎０５０（３３８１）５０４１

ご注意ください‼

犬の登録事項変更等について

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
追
加
対
象
機
器
の

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
お
知
ら
せ

▼
お
問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
部 

環
境
課 

廃
棄
物
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
１

エコ・パーク論所原にあるBDF化装置BDFで走行するごみ収集車

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

家庭で使用された廃油の回収にご協力ください！

南島原市役所は
チーム・マイナス６％の一員として、
地球温暖化防止対策を推進しています。

フン害に憤慨！
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《平均 13人》 《平均 10人》

改 正 前

【変更点】
◎ 「総合支所」から「支所」に名称が変わります。
◎ 「経済建設課」がなくなります。
　 ➡ 農林水産部、建設部、農業委員会関係の相談、各種の申請、
　　  届け出などは、支所で受け付け、本庁に取り次ぎます。
◎ 水道施設の維持管理担当職員は、これまでどおり、支所に勤務します。

市　民　課　　◎市　民　班 

経済建設課　　◎経済建設班

・戸籍、住民基本台帳関係の届け出（戸籍、住民異動、印鑑登録等）
・証明書等の発行（戸籍、住民票、印鑑、税務、埋火葬許可等）
・福祉、保健関係の届け出、申請（国保、年金、介護、福祉医療等）
・各地区における消防防災、交通安全、防犯関係事務
・市税等の収納（市税、保険料、各種の使用料、上下水道料金等）
・相談、届け出、申請、提出書類等の本庁各課等への取り次ぎ業務

旧経済建設課の関係業務は、次へお問い合わせください。
・農林水産部（有家庁舎） 　･･･☎０５０（３３８１）５０６０（農林課直通）
・建　設　部（南有馬庁舎） ･･･☎０５０（３３８１）５０６５（建設課 〃  ）
・農業委員会（有家庁舎） 　･･･☎０５０（３３８１）５０９０（事務局 〃  ）

総 合 支 所（２課２班）

◎教育振興班　２人教育委員会

　４月５日は、中国の清明節です。（以前は旧暦 3月 3日でした）
　これは、二十四節気の一つで、2500年以上の歴史を持つ重要な日です。
　2006年に「国家級非物質文化遺産録」に登録されました。
　清明節の季節は、気候は暖かく、柳の緑、花の紅に誘われて、郊外に出て春を楽
しむ人が多くみられます。また、当日は、家族でお墓の掃除をしたり、酒や果物、
紙銭（慰霊用の紙）などを祖先の墓前に供え、祖先を弔います。他には踏青（遠足）、
秋千（ブランコ）、凧揚げ、柳枝挿しなどの習俗も行われます。
　いよいよ今回をもって私の最後の記事になりました。この一年間、皆さんのご温
情とご指導をいただき、心から感謝申し上げます。福建省にぜひおいでいただき、
本場の烏龍茶を召し上がりください！再見！（また会いましょう）

ま いん
毎月、国際交流員の馬 穎さんが中国の話題や情報を紹介‼

今月の話題 「清 明 節」
せい めい せつ

最終回

昼の部 12：00～16：30

夜の部 19：00～21：00

　追悼行列

　追  悼  祭

その他

地元特産品など多数出店

　オープニング

　一夜城もちまき

　郷土芸能大会

　ゴスペルクワイヤ GLORY&FAITH

　南有馬中学校 追悼劇「原城の乱」

　南有馬中学校 演舞「落城の賦」

　自衛隊音楽隊演奏会

　オープニング

　一夜城もちまき

　郷土芸能大会

　ゴスペルクワイヤ GLORY&FAITH

　南有馬中学校 追悼劇「原城の乱」

　南有馬中学校 演舞「落城の賦」

　自衛隊音楽隊演奏会

式典終了後、
先着６００名様に

おしるこの
無料配布

エコキャンドルコンテスト開催‼
◎教育振興班　２人教育委員会

◎維持管理班　２人上 水 道 課

改 正 後

◎市 民 窓 口 班

支　所（１班）

（支所駐在）

主催／原城一揆まつり実行委員会
お問い合わせ／原城一揆まつり事務局（原城オアシスセンター内）　☎０５０（３３８１）５０７９
　　　　　　　または南有馬支所　☎０５０（３３８１）５１７０

主催／原城一揆まつり実行委員会
お問い合わせ／原城一揆まつり事務局（原城オアシスセンター内）　☎０５０（３３８１）５０７９
　　　　　　　または南有馬支所　☎０５０（３３８１）５１７０

お問い合わせは各担当課へ

総合支所の組織、業務内容が変わります
▼お問い合わせ　総務部 行革推進室　 ☎０５０（３３８１）５０３１

4月から

　 旧経済建設課の業務の照会先

　 今後の支所の主な業務
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２
月
８
日
㈰
、
第
３
回
南
島
原
市
綱
引
き
大
会

が
、
南
島
原
市
深
江
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
小
学
生
の
部
が
３
チ
ー
ム
増
の
23
チ
ー

ム
、
一
般
男
女
混
合
の
部
が
６
チ
ー
ム
、
一
般
の

部
が
12
チ
ー
ム
参
加
す
る
な
ど
、
南
島
原
市
原
城

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

南
島
原
市
口
加
駅

伝
大
会
と
並
ぶ
、

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
目
玉
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
春
を

思
わ
せ
る
陽
気
の

下
、
参
加
者
は
気

持
ち
を
一
つ
に
し

て
、
一
生
懸
命
に

綱
を
引
き
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
㈯
か
ら
３
月
１
日
㈰
ま
で
、
第
８
回
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
版
画
展
が
、
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
４
０
０
年
前
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て

日
本
で
最
初
に
制
作
さ
れ
た
銅
版
画
「
セ
ビ
リ
ヤ
の
聖

母
」
が
有
家
町
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
旧
有

家
町
で
企
画
。
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

九
州
一
円
か
ら
出
品
さ
れ
た
４
４
６
２
点
の
う
ち
、

入
賞
、
入
選
し
た
６
０
５
点
が
同
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

展
示
。
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
大
賞
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

賞
が
表
彰
さ
れ
た
あ
と
、
審
査
員
長
の
渡
辺
千
尋
先
生

か
ら
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
、「
表
現
す
る

と
い
う
こ
と
は
ド
ラ
マ
。
今
回
は
、
作
品
の
ド
ラ
マ
性

に
心
打
た
れ
る
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
」
と
総
評
。

　

式
典
終
了
後
、
渡
辺
先
生
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
版
画
は
、
決
し
て
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
る
こ
と
は
楽
し
い
こ

と
。
ま
ず
は
楽
し
く
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
㈰
、
原
城
跡
周
辺
を
主
会
場
に
南
島

原
市
原
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か

ら
参
加
し
た
約
１
，
２
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

春
の
原
城
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
が
降
る
な
ど
コ
ー
ス
の
状
態
は
万

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
沿
道
に
は
多
く

の
応
援
者
が
駆
け
付
け
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。
ま
た
、
坂
下
一
郎

町
長
を
団
長
に
姉
妹
町
の
小
豆
島
町
の
選
手
団
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
参
加
。
春
の
原
城
路
と
市
民

と
の
交
流
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
こ
と
も
特

徴
で
、「
沿
道
の
声
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の

対
応
が
好
き
で
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
。
手
作
り

感
が
い
い
ね
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
ほ
ど
。

　

市
民
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
お

か
げ
で
、今
年
も
、多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
「
楽

し
い
思
い
出
」
を
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。

　３月５日㈭、原城オアシスセンターで
南島原市青年団連絡協議会設立総会が行
われ、南島原市青年団連絡協議会が発足
しました。
　これは、市内の青年組織の連絡・協調
などを目的に発足したもので、初代の会
長には過去に県青連の会長を務めたこと
もある北有馬町の飛永良作さんが選任さ
れました。飛永さんは、「市が活力を取
り戻せるような組織を目指します」とコ
メント。今後の活躍が期待されます。

　平成20年度から施行された南島原市協
働のまちづくり事業補助金の第１号とし
て、北有馬ふれあい交流広場に桜の木の
植樹が行われました。
　これは、北有馬町の市民活動団体グ
ループ、山西クラブが行ったもので、会
員の野田さんの発案で実現。「多くの人
が訪れるこの広場に木陰が少しでも増え
るといいと思って」と笑う野田さんの額
には汗がキラリ。これからも「協働」の
輪が広がっていくといいですね。

　

２
月
20
日
㈮
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
７
地
域

（
洞
爺
湖
有
珠
山
、
ア
ポ
イ
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
、
糸
魚
川
、
山

陰
海
岸
、
室
戸
、
島
原
半
島
）
に
対
し
て
、「
認
定
証
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
証
は
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
と
構
成
す
る
島
原
半
島
３
市
（
南
島
原
市
、
島
原
市
、

雲
仙
市
、）
に
そ
れ
ぞ
れ
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
㈪
に
は
、
南
島

原
市
、
島
原
市
、
雲
仙
市
の

３
市
長
が
報
告
記
者
会
見
を

開
き
、
授
与
さ
れ
た
認
定
証

を
披
露
。　

今
後
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
島

原
半
島
３
市
が
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
固
い
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
の
両
日
、
有
馬
ひ
ょ
う
た
ん
展
が
、

北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
日
野
江
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
有
馬
の
ひ
ょ
う
た
ん
の
愛
好
者
グ
ル
ー
プ
、
有

馬
愛
瓢
会
が
行
っ
た
も
の
で
、
本
年
で
11
回
目
。

　

当
日
は
、
大
小
色
と
り
ど
り
の
５
０
０
個
の
ひ
ょ
う
た
ん
が
、

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
11
年
に
発
足
。

当
時
の
北
有
馬
町
西
正
寺
駐
在
所

に
赴
任
し
た
井
出
氏
（
現
名
誉
会

長
）
が
警
察
と
地
域
住
民
の
交
流

を
目
的
に
展
示
会
を
開
催
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

来
場
者
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
愛

ら
し
い
美
し
さ
に
、
し
ば
し
時
を

忘
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

２
月
27
日
㈮
、
島
原
半
島
南
部
漁
業
協
同
組
合
南
有
馬
支
所

前
で
、
南
有
馬
小
学
校
の
６
年
生
が
、
南
島
原
市
の
特
産
品
の

ワ
カ
メ
に
つ
い
て
、
選
別
や
湯
が
き
な
ど
の
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
で
実
現
し
た
も

の
で
、
今
回
が
初
め
て
。
ひ
と
と
お
り
指
導
を
受
け
た
児
童
は
、

葉
茎
と
株
を
楽
し
み
な
が
ら

選
別
し
、
そ
の
後
、
新
鮮
な

ワ
カ
メ
を
熱
湯
に
５
秒
ほ
ど

く
ぐ
ら
せ
て
し
ょ
う
ゆ
な
ど

で
食
べ
る
「
ワ
カ
メ
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
」
を
児
童
は
堪
能
。

　

そ
の
後
の
給
食
で
も
「
ワ

カ
メ
の
酢
の
物
」
を
食
べ
る

な
ど
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、

ワ
カ
メ
三
昧
の
ぜ
い
た
く
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

石
田
ミ
サ
ヲ
さ
ん（
布
津
町
）

明
治
42
年
２
月
29
日
生
ま
れ

いつまでもお元気で
100歳おめでとうございます

①岩永 昴樹
③中村 吉広
②本多 優鷹
②土手野 佑介
③坪井　 聡
③松田 珠怜
③池田 和花子
①松山 龍二・晃大
③土手野 和広・圭
②鹿田 大樹
①木下 亜美
②安達 　唯
①植木 那菜
②林田 　奏
③草野 琴美
②安達 司郎
②安達 純子
①中村 烈太
②園田 大介
③永村 真太郎
①松尾 大作
②中村 哲哉
③宮嵜 俊哉
①竹村 　一
②永友 公文
③池田 秀雄
①松尾 　謙
①水田 幹子
②大橋 加奈
①穐山 春樹
②坂口 順平
③武藤 太郎
①永友 直樹
②松嶋 正幸

２㎞小学男子４年

２㎞小学男子５年
２㎞小学男子６年

２㎞小学女子４年
２㎞小学女子６年
2.5㎞ファミリー

３㎞中学男子
３㎞中学女子

３㎞高校女子

３㎞男子40歳～59歳
３㎞女子40歳～59歳
５㎞高校男子

５㎞男子19歳～29歳

５㎞男子30歳～39歳

５㎞男子40歳～59歳
５㎞女子19歳～39歳

10㎞高校男子

10㎞男子19歳～29歳
10㎞男子30歳～39歳

※○数字は順位
原城マラソン大会市内入賞者       ー敬称略ー

あ
い
ひ
ょ
う
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北有馬ふれあい交流広場 桜の木植樹

南島原市青年団
連絡協議会が発足

第
８
回 

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
版
画
展

第
３
回 

南
島
原
綱
引
き
大
会

第
19
回 

原
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

セミナリヨ大賞受賞の皆さん。
左から岸川優子さん、﨑瀨茜さん、入江真里さん

審
査
員
長
の
渡
辺
千
尋
先
生
。

力
の
入
っ
た
講
評
に
み
ん
な

聞
き
入
り
ま
し
た
。

〜
原
城
路
の
熱
走
〜

若い力
集結

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
書
交
付

〜
世
界
に
向
け
て
の
第
一
歩
〜

喜びを胸に世界ジオパークを目指します。

有
馬
ひ
ょ
う
た
ん
展

〜
い
ろ
と
り
ど
り
の
ひ
ょ
う
た
ん
に
感
嘆
〜

美しさだけでなく、縁起物としても人気です。

ワ
カ
メ
作
業
体
験
学
習

〜
ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
舌
鼓
！
〜

楽しそうにワカメの株を分ける児童たち
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「
南
島
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
「
南
笑
会
」
が
、
こ
の
ほ

ど
「
あ
な
た
だ
け
の
お
酒
を
つ
く

ろ
う
！
」
と
題
し
て
酒
搾
り
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
会
が
、
市
内
外
の

地
域
交
流
を
目
的
に
、
酒
米
づ
く

り
か
ら
酒
搾
り
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
企
画
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
た

も
の
で
、
県
内
各
地
か
ら
23
人
が

参
加
。

　

昨
年
６
月
の
田
植
え
（
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
）、
10
月
の
稲
刈
り
、
２
月
の

酒
仕
込
み
、魔
除
け
杉
玉
づ
く
り
、

酒
搾
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
自
分
た
ち
の

日
本
酒
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。　

　

作
ら
れ
た
お
酒
の
一
部
は
、
手

製
の
ラ
ベ
ル
を
張
り
、
実
際
に
蔵

め
ぐ
り
で
も
販
売
。「
あ
っ
さ
り
し

た
辛
口
。飲
み
や
す
い
」と
売
り
切

れ
る
ほ
ど
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
米
づ
く
り

な
ど
を
通
し
て
自
分
が
刈
っ
た
米

は
、
格
別
お
い
し
か
っ
た
。
だ
け

ど
同
じ
米
で
造
っ
た
お
酒
は
、
お

い
し
い
を
通
り
越
し
て
「
感
動
」

で
す
よ
」
と
の
声
も
。

　
「
さ
て
、
今
年
は
「『
な
ん
し
ょ

う（
南
笑
）』
か
な
」、
と
笑
う
会

員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
、
本
当
に

す
て
き
で
し
た
。

　

２
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
の
２
日
間
、

「
あ
り
え
蔵
め
ぐ
り
」（
主
催 

あ
り
え

蔵
の
ま
ち
保
存
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
曜
日
は
春
の
到
来
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
一
転
、

日
曜
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
両
日
と
も
春
の
新
酒
な
ど
を
待
ち

望
む
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
あ
る
五
つ
の
蔵
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
雛
飾
り
や
西

方
小
天
鼓
の
太
鼓
演
奏
、Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
自

転
車
シ
ョ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
新

酒
の
試
飲
、
味
噌
す
く
い
な
ど
で
来
場

者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
「
同
日
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
版
画
展
や
原

城
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
た
か
ら
、
そ
ち

ら
の
お
客
さ
ん
も
来
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
？
」
と
関
係
者
も
、
い
つ
も
よ
り

３
割
ほ
ど
多
い
今
回
の
に
ぎ
わ
い
に
、

喜
び
と
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
し

た
。

※日本酒の製造、販売は、メンバーの造り酒屋さんの協力で実現しています。
　勝手に酒の製造、販売をすることは法律で禁じられています。

「
南
笑
会
」
と
は

　

２
０
０
６
年
３
月
、
８

町
が
合
併
し
南
島
原
市
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、
各
町

で
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

た
20
人（
う
ち
女
性
１
人
）

が
市
の
呼
び
か
け
で
集
ま

り
、
他
市
町
村
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
や
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
勉
強
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
南
笑
会
」（
酒
井
洋
一

会
長
）
の
名
前
の
由
来
は
、

「
何
ば
し
ゅ
う
か
い
」（
何

を
し
よ
う
か
）
を
も
じ
り
、

南
島
原
市
の
「
南
」、「
笑

い
な
が
ら
楽
し
く
生
き
よ

う
」
か
ら
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
会

員
が
思
い
つ
い
た
「
楽
し

い
こ
と
」
を
、
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　
３
月
４
日
㈬
の
国
会
の
再
可
決
に
さ
き
が
け
て
、
２
月
26
日
㈭
に
定

額
給
付
金
の
申
請
書
類
を
発
送
。
３
月
４
日
に
は
定
額
給
付
金
の
受
付

を
開
始
す
る
な
ど
、長
崎
県
で
も
っ
と
も
早
い
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
全
国
版
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
ほ
か
、２
月
27
日
㈮
の
長
崎
新
聞
の
一
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

各
報
道
機
関
で
も
そ
の
対
応
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
窓
口
で
の
受
け
付
け
に
は
、
担
当
部
課
だ
け
で
な
く
、
市
の
職
員
の

大
半
を
動
員
。
一
刻
も
早
く
市
民
に
届
け
よ
う
と
、文
字
ど
お
り「
一
丸
」

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

な
ん
し
ょ
う
か
い

な
ん
し
ょ
う
か
い

　

２
月
26
日
、
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
申
請
書
、
お
よ
そ
１
万
９

千
通
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
定
額
給
付
金
を
お
届
け

し
た
い
と
取
り
組
ん
だ
結
果
、
長
崎
県
で
一
番
早
い
取
り

組
み
と
し
て
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
市
内
で
お

使
い
い
た
だ
き
、
南
島
原
市
、
ひ
い
て
は
日
本
の
景
気
回

復
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
に
「
南
島
原
市
ひ
ま
わ
り
商
品
券
」
の

購
入
引
き
換
え
券
を
同
封
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
給
付
金

の
一
部
で
商
品
券
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
地
元
で
よ

り
お
得
な
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
。

松
島
市
長
コ
メ
ン
ト

定額給付金詐欺にご注意‼

市内で積極的に利用して商工業の活性化

市内で使おう定額給付金！

　地域経済対策として実施さ
れる定額給付金の支給に併せ
て南島原市商工会が発行する
商品券。10％のプレミアム
がついており、定額給付金を
積極的に使ってもらうことや、市内で積極的に利用してもら
うことで、商工業の活性化を図ることを目的に発行されます。
●第一次販売期間　３月２６日㈭～４月２７日㈪
　※購入引換券が必要です。
●購入価格　１０，０００円（額面１１，０００円）
●購入方法　購入引換券を商工会各支所に持参のうえ購入ください。

●定額給付金の振込口座など、定額給
　付金を送金するために必要な情報を
　電話でおたずねしたり、ATMなどの
　操作をお願いすることはありません。

申請の手続きがお済みでない人は、速やかに手続き
をお願いします。　　（申請期限は９月４日㈮まで）

定額給付金の申請は
お済みですか？

通帳忘れ多発‼
申請は免許証（保険証）と
通帳が必要です。

給付の内容　
●65歳以上の人…20，000円
●18歳以下の人…20，000円
●そのほかの人…12，000円

※基準日：平成21年２月１日
※詳細は、個別にお届けして
　いる通知書などでご確認く
　ださい。

重要

プレミアムつきプレミアムつき

Minami Shimabara City My Town Topics

あ
な
た
だ
け
の
お
酒
を
つ
く
ろ
う
！ 

〜
酒
米
づ
く
り
か
ら
酒
し
ぼ
り
ま
で
の
軌
跡
〜

「
あ
り
え
蔵
め
ぐ
り
」

〜
新
酒
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
〜

酒の仕込み体験

魔除け杉玉づくり体験

搾り袋に原酒を入れる
酒搾り体験

稲の刈り取りも楽しく行いました

一列に並んで田植え

清酒「南笑」の販売（吉田屋酒造）

各蔵で雛飾りを展示

勇壮な太鼓演奏が
お客さまをおもてなし

定
額
給
付
金
支
給
事
務

全
国
に
さ
き
が
け
て
ス
タ
ー
ト

３月４日から受け付け開始

今回市が送付した書類。違う封筒
で通知された場合は、詐欺の可能
性があります。ご連絡ください。

“青い”
封筒が目印‼

スタート

ゴール
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お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000

南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

人

平成21年２月末日現在（住基人口）

53,890（－55）

25,236（－29）

28,654（－26）

18,654（＋２）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

市
営
住
宅
入
居
者(

11
戸)

募
集

●
募
集
団
地

・
深　

江　

馬
場
団
地　
　
（
１
戸
）

・
有　

家　

蒲
河
団
地　
　
（
１
戸
）

・
有　

家　

鬼
塚
団
地　
　
（
１
戸
）

・
口
之
津　

白
浜
団
地　
　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
　
（
６
戸
）

※

こ
れ
以
外
に
も
追
加
募
集
を
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫　

14
日
間

●
入
居
資
格
条
件

・
収
入
の
基
準
に
該
当
す
る
な
ど
、

　

こ
ち
ら
の
指
定
す
る
条
件
を
全
て

　

満
た
す
人
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
）

●
入
居
者
の
決
定

　

資
格
要
件
を
満
た
し
た
申
込
者
の

　

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

　

公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日　
４
月
21
日
㈫ 

午
後
２
時

　

南
有
馬
庁
舎　

３
階　

中
会
議
室

あ
／
建
設
部 

都
市
計
画
課

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

　

ま
た
は
各
支
所

特
別
支
援
教
育
助
手（
臨
時
職
員
）

●
募
集
人
員　
８
人
（
予
定
）

●
職
務
内
容　
南
島
原
市
立
各
小
・

　

中
学
校
の
特
別
な
配
慮
を
要
す
る

　

児
童
生
徒
の
指
導
補
助

●
応
募
資
格

　

教
員
免
許
状
を
有
す
る
人
で
平
成

　

21
年
度
長
崎
県
教
育
委
員
会
臨
時

　

的
任
用
者
名
簿
未
登
録
者

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び

　

長
期
休
業
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
賃
金　
時
給
１
，
０
０
０
円

●
各
種
保
険　
な
し

●
採
用
日　
５
月
１
日
（
予
定
）

●
受
付
期
限　
４
月
15
日
㈬ 

必
着

●
申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し（
写
真
添
付
）、

　
「
特
別
支
援
教
育
助
手
申
込
」と
朱

　

書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
、左
記

　

あ
て
郵
送
く
だ
さ
い
。（
持
参
可
）

●
試
験　
面
接

●
試
験
日　
４
月
20
日
㈪

い
・
あ
／
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

〒
８
５
９-

２
４
１
２　

南
島
原

　

市
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
１

南
島
原
市
税
徴
収
嘱
託
員

●
募
集
人
員　
１
人

●
職
務
内
容　
市
税
の
納
税
相
談
・

　

徴
収
補
助
・
納
付
督
励

●
雇
用
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
日
常
生
活
で
時
間
的
制
約
を
受
け

　

ず
職
務
に
専
念
で
き
る
人

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す

　

る
人

●
雇
用
期
間

　

５
月
１
日
〜
22
年
３
月
31
日

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
45
分
（
週

　

30
時
間
未
満
。
業
務
内
容
に
よ
っ

　

て
勤
務
時
間
は
変
わ
り
ま
す
）

●
報
酬　
１
１
０
，
０
０
０
円
／
月

●
申
込
方
法　
市
民
生
活
部
税
務
課

　

ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け
の
履

　

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
（
写

　

真
添
付
）、「
南
島
原
市
税
徴
収
嘱

　

託
員
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒

　

に
入
れ
て
、
左
記
あ
て
郵
送
く
だ

　

さ
い
。（
持
参
可
）

●
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈬
〜
21
日
㈫

●
面
接
日　
４
月
下
旬
に
応
募
者
に

　

通
知
し
ま
す
。

い
・
あ
／
市
民
生
活
部
税
務
課

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
３

　

ま
た
は
各
支
所

学
校
給
食
臨
時
調
理
員

●
募
集
人
員　
１
人（
臨
時
調
理
員
）

●
職
務
内
容

　

給
食
調
理
そ
の
他
全
般

●
賃
金　
時
給
７
５
０
円

●
勤
務
場
所

　

西
有
家
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
45
分

●
採
用
日　
５
月
１
日
㈮

●
申
込
期
限　
４
月
15
日
㈬ 

必
着

●
申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
（
写
真
添
付
）、

　
「
学
校
給
食
臨
時
調
理
員
」
と
朱

　

書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
持
参
可
）

●
試
験　
面
接

い
・
あ
／
西
有
家
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
５
９
ー
２
２
１
２　

南
島
原

　

市
西
有
家
町
須
川
55
番
地

　

☎
０
９
５
７
（
８
２
）
１
０
５
８

消
費
生
活
相
談
業
務
嘱
託
職
員

●
募
集
人
員　
１
人

●
職
務
内
容　
市
民
の
消
費
生
活
に

　

関
す
る
相
談
に
対
す
る
助
言
、
情

　

報
提
供
と
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、

　

調
整
、
消
費
生
活
に
関
す
る
市
民

　

へ
の
啓
発　

●
報
酬　
月
額 

１
４
８
，０
０
０
円

※

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

週
５
日
（
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
勤
務
場
所　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
市
民
生
活
部 

人
権
・
男
女
共
同

　

参
画
室
）

●
雇
用
期
間

　

６
月
１
日
〜
22
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限　
４
月
24
日
㈮ 

必
着

●
応
募
資
格　
18
歳
以
上
で
消
費
生

　

活
問
題
の
知
識
が
あ
り
、
守
秘
義

　

務
を
遵
守
で
き
る
人
。
ワ
ー
ド
・

　

エ
ク
セ
ル
な
ど
の
簡
単
な
パ
ソ
コ

　

ン
操
作
が
で
き
る
人

●
試
験　
面
接

　

日
時
、
場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
（
写
真
添
付
）、

　
「
南
島
原
市
消
費
生
活
相
談
業
務

　

嘱
託
職
員
申
込
」
と
朱
書
き
し
た

　

封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

　

い
。（
持
参
可
）

い
・
あ
／
市
民
生
活
部 

人
権
・
男

　

女
共
同
参
画
室

　

〒
８
５
９―

２
２
１
１　

南
島
原

　

市
西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
５

「
い
の
ち
の
電
話
」
電
話
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
長
崎
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
悩

み
を
持
つ
多
く
の
人
々
の
友
と
な
り

相
談
相
手
と
な
る
た
め
に
１
９
９
４

年
に
開
局
。
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
の

隣
で
、
命
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
も
こ
の
活
動
に
加
わ
っ
て
、

「
い
の
ち
」
を
共
に
学
び
、
よ
き
聴

き
手
と
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

｢

い
の
ち
の
電
話｣

相
談
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
曜
日
と
時
間
を
決
め
、
２

週
間
に
１
回
（
３
時
間
半
程
度
。
う

ち
１
回
は
深
夜
帯
）
の
電
話
相
談
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
相
談
員
は
電
話
相
談

に
当
た
る
ほ
か
、
募
金
、
広
報
な
ど

｢

長
崎
い
の
ち
の
電
話｣

全
体
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
・
あ
／
社
会
福
祉
法
人　

長
崎
い

　

の
ち
の
電
話
事
務
局

　

〒
８
５
２―

８
７
９
９　

日
本
郵

　

便
長
崎
北
支
店
私
書
箱
45
号

　

☎
・
℻
０
９
５（
８
４
３
）４
４
１
０

北
有
馬
保
育
所
保
育
士

●
募
集
人
員　
保
育
士
（
１
人
）

●
勤
務
地　
北
有
馬
保
育
所

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
５
日
間

　

７
時
間
30
分
／
１
日

●
報
酬　
月
額
１
６
１
，
０
０
０
円

※

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間

　

５
月
１
日
〜
22
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限　
４
月
16
日
㈭ 

必
着

●
申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
（
写
真
添
付
）、

　
「
北
有
馬
保
育
所
保
育
士
申
込
」

　

と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
持
参
可
）

●
試
験　
面
接

　

日
時
、
場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

い
・
あ
／
福
祉
保
健
部 

地
域
福
祉
課

　

〒
８
５
９―

２
２
０
２　

南
島
原

　

市
有
家
町
山
川
58
番
地

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

平
成
21
年
度
か
ら
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
毎
年
誕
生
月

に
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
加
入
者

へ
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
送
付
し

ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

国
民
年
金
の
納
付
状
況
や
第
３
号
被

保
険
者
の
期
間
、
厚
生
年
金
の
標
準

報
酬
月
額
な
ど
（
共
済
組
合
員
記
録

に
関
す
る
加
入
期
間
は
含
み
ま
せ

ん
。
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
し
た
年
金
記

録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

場
合
は
、
「
年
金
記
録
回
答
票
」
に

記
入
し
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

あ
／
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

　

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

深 江 支 所 ☎050-3381-5120
布 津 支 所 ☎050-3381-5130
有 家 支 所 ☎050-3381-5140
西有家支所 ☎050-3381-5151
北有馬支所 ☎050-3381-5160
南有馬支所 ☎050-3381-5170
口之津支所 ☎050-3381-5180
加津佐支所 ☎050-3381-5190

お  

知  

ら  

せ

お  

知  

ら  

せ

募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

＊省略文字説明
　き：日　時　く：場　所
　う：内　容　え：定　員
　さ：料　金　し：その他
　す：応募締め切り
　い：申し込み
　あ：お問い合わせ

こんぴら公園祭
■主　　催………こんぴら公園祭実行委員会
■お問い合わせ…企画振興部 企画振興課　
　　　　　　　  ☎050（3381）5030

■日 時　４月５日日  午前10時～午後５時
■場 所　こんぴら公園（布津町）
　航行する船の安全と海路平穏を祈願して建てられた琴平神社で、地
域の恒例行事として「こんぴら公園祭」が行われます。
　この地は昭和45年に県立自然公園に指定され、島原半島十景の一つ
に選ばれた地でもあります。祭りでは太鼓演奏やカラオケ大会などが
行われ、鮮魚や野菜、バザー、こんぴら饅頭などの販売も行われます。

　 岩戸山公園（加津佐町）
　 忠霊塔（加津佐町）
　 旧口之津第二小学校（メイン会場）
　 口之津公園（口之津町）
　 原城本丸跡（南有馬町）
　 戸ノ隅公園（西有家町）
　 天満神社（西有家町）
　 俵石運動公園（有家町）
　 布津運動公園（布津町）
　 深江グラウンド（深江町）
　 ふかえ桜パーク（深江町）

口之津公園、戸ノ隅公園、天満神社、俵石公園、
深江グラウンドのぼんぼり点灯はありません。

ぼんぼり点灯  4月12日まで 午後６時～10時

南島原　桜めぐり

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

の
金
額
が
１
４
，
６
６
０
円
／
月
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
が
、
納

め
忘
れ
が
な
く
確
実
で
す
。
ま
た
、

前
納
し
た
場
合
は
そ
の
期
間
に
応
じ

て
、
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
額

　

１
４
，
６
６
０
円
（
／
月
） 

・
口
座
振
替
の
早
割
り

　

１
４
，６
１
０
円

　
（
50
円
割
引
／
月
）

・
１
年
前
納

　

１
７
２
，８
０
０
円

　
（
３
，１
２
０
円
割
引
／
年
）

・
１
年
前
納
で
口
座
振
替

　

１
７
２
，２
３
０
円

　
（
３
，６
９
０
円
割
引
／
年
）

・
６
月
前
納

　

８
７
，２
５
０
円

　
（
７
１
０
円
割
引
／
半
年
）

・
６
月
前
納
で
口
座
振
替

　

８
６
，９
６
０
円

　
（
１
，０
０
０
円
割
引
／
半
年
）

※

口
座
振
替
は
、
各
金
融
機
関
ま
た

　

は
社
会
保
険
事
務
所
で
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

あ
／
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
５
７
（
２
５
）
１
６
６
６

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者

は
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
市
内
の
第
三
者
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
を
市
の
縦
覧
帳
簿
で
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
あ
な
た
の
資
産

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
縦
覧

手
数
料
は
無
料
で
す
）

●
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

　
（
土
曜
、
日
曜
、　

祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
縦
覧
場
所　
各
支
所
（
各
町
そ
れ

　

ぞ
れ
で
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
）

●
縦
覧
で
き
る
人

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
土
地

　

の
納
税
義
務
者
ま
た
は
賃
借
人

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
家
屋

　

の
納
税
義
務
者
ま
た
は
賃
借
人

●
持
参
品　
本
人
確
認
を
で
き
る
も

　

の
（
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、

　

賃
貸
契
約
書
な
ど
）

あ
／
市
民
生
活
部 

税
務
課

　

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
３

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
窓
口
班

　手軽な運動の代表、ウォーキング。今回、市民の皆さんからの紹介
コースをもとに市内12カ所のウォーキングマップを作成しました。
コース紹介のほかにも「ウォーキングカレンダー」「南島原市から北海
道までの距離」「ウォーキングの正しい姿勢」なども紹介しています。
　市ホームページでも紹介していますので、そちらもご覧ください。

　
「
布
津
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ

教
室
」
は
、
平
成
10
年
、
布
津
町

の
寿
大
学
（
老
人
向
け
の
講
座
）

の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。
寿
大
学

の
月
１
回
の
教
室
で
は
も
の
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
隈
部
さ
ん
た

ち
が
、「
だ
っ
た
ら
自
分
た
ち
で

や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
い
立
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

活
動
は
、
毎
週
土
曜
日
。
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
布
津
公
民
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
深
江
町
と
布
津
町
か

ら
集
ま
っ
た
13
人
、
平
均
年
齢
78

歳
で
、
な
ん
と
94
歳
の
人
も
!!　

　

教
室
の
あ
る
土
曜
日
に
は
、
み

ん
な
が
集
ま
り
楽
し
く
歌
を
歌
い

ま
す
。
会
を
始
め
て
か
ら
、
台
風

の
と
き
以
外
は
毎
回
欠
か
さ
ず

行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
会
の

自
慢
で
す
。

　

会
費
の
中
か
ら
新
曲
の
テ
ー
プ

を
購
入
し
、
新
し
い
曲
に
も
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

会
の
皆
さ
ん
に
感
想
を
聞
く
と

「
毎
週
土
曜
日
が
待
ち
遠
し
い
。

子
ど
も
の
と
き
の
遠
足
の
よ
う
」

「
金
曜
日
に
は
事
前
に
準
備
す
る
」

「
自
分
に
あ
っ
た
歌
を
覚
え
る
の

が
私
の
生
き
が
い
」
と
声
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
私
は
目
が
悪
い
の
で
、

テ
レ
ビ
の
（
歌
番
組
の
）
字
幕
が

見
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
歌
っ

て
覚
え
て
い
る
の
。
認
知
症
予
防

対
策
に
も
な
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
」
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
に
長
生
き
の
秘
訣
を
聞

い
た
と
こ
ろ
「
あ
ま
り
く
よ
く
よ

考
え
な
い
。
前
向
き
に
生
き
る
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
な
歌
声
を
、
公

民
館
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

休日在宅
当番（歯科）医４月

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

※祝日は、前日のテープが流れます。

自己免疫とは？月
長崎の肝臓移植の現況火
Ｈｉｂ（ヒブ）ワクチン水
ニキビの新しい薬木
口臭金
ワクチンによる子宮がん予防土・日

健康テレホンサービス４月

当  番  医  午前９時～午後５時
当番歯科  午前９時～正午

休日在宅当番医 電話番号 町 名日

86-4443しおた内科胃腸科医院 口之津町

82-2251よしだ歯科ｸﾘﾆｯｸ 有家町
78-3105徳 永 歯 科 医 院 国見町

５
日

86-2071植 木 内 科 医 院 口之津町

82-2225内 田 医 院 西有家町

85-2002本多南光堂医院 南有馬町

82-3535小 嶺 歯 科 医 院 有家町
78-2366小 嶺 歯 科 医 院 国見町

12
日

82-2430いその産婦人科 西有家町

62-7407大 田 歯 科 医 院 島原市

19
日

84-3123原 口 医 院 北有馬町
82-8822石 川 内 科 医 院 西有家町

82-0293佐 藤 歯 科 医 院 西有家町

68-0150末 吉 歯 科 有明町

26
日

84-3103さとう内科医院 北有馬町

82-8852高 橋 歯 科 医 院 西有家町
68-3872松 本 歯 科 医 院 有明町

29
日

82-0993池田循環器科内科 有家町

※変更になる場合がございますので、
　必ずお電話でご確認ください。

82-2051伊 崎 医 院 西有家町

ご
寄
附
あ
り
が
と
う　

　
　
　
　

  

ご
ざ
い
ま
す

平
成
21
年
２
月
分

　

次
の
方
々
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　

ー
敬
称
略
ー　

▼
教
育
寄
附

・
加
津
佐
中
学
校
昭
和
39
年
卒
業

　

還
暦
同
窓
会
出
席
者
一
同

　
（
加
津
佐
町
）

4月1日～6月30日 不正大麻・けし撲滅運動

　南島原市ではひまわりプランの推進を行っています。
　その一環として、健康づくりに取り組んでいる団体を
紹介しています。あなたの周りの団体を右記までお知ら
せください。

ひまわりプラン応援団体大募集
「ひまわりプランだより｣であなたの団体を
紹介してみませんか。 ひまわり

プランだよりNo.21

南島原市健康づくり計画

市民生活部 健康対策課 健康政策班  ☎050（3381）5141

今
回
の
応
援
団
体

布
津
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
教
室（
布
津
）

今
回
は
、
布
津
町
で
活
動
し
て
い
る
「
布
津
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ

教
室
」（
代
表
　
隈
部
清
さ
ん
）
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
な
の
で
し
ょ
う
か
。
　

南島原
いきいき が完成！

マップをご希望の人は健康対策課にどうぞ（無料）

大麻を許可なく栽培することは法律で禁止されています。
また、けしの花には植えることが禁止されているものがあります。
不正栽培または自生の大麻、けしを発見したら、県薬務行政室、　
最寄りの県立保健所または警察署にご連絡ください。
▼お問い合わせ　南島原警察署　☎0957（86）2110

長崎県福祉保健部薬務行政室　☎095（895）2469

未成年者の飲酒は、
からだや心の発達が盛んな時期に

悪影響を与えます。

未成年者の飲酒は、
からだや心の発達が盛んな時期に

悪影響を与えます。

福岡国税局・税務署

未
成
年
者
の
あ
な
た

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
に

軽
い
気
持
ち
で
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

4月は
未成年者飲酒防止
強調月間です

4月は
未成年者飲酒防止
強調月間です

お酒は二十歳になってから

82-2255前 川 歯 科 医 院 西有家町
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　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実  施  日

乳 児 相 談
北有馬保健センター

9：00～14：00９日㈭

口之津保健センター

10：00～15：0016日㈭
有家保健センター9：00～14：0021日㈫

布津保健センター

10：00～15：00

ポリオ予防接種
24日㈮
14日㈫

有家保健センター
口之津保健センター

1歳6カ月児健診
17日㈮
10日㈮

北有馬保健センター
有家保健センター

平成19年９月～10月生
平成19年８月～９月生

12：30～12：45（受付）

３ 歳 児 健 診
22日㈬
15日㈬

北有馬保健センター
有家保健センター

平成17年９月～10月生
平成17年９月生

12：30～12：45（受付）

両 親 学 級
30日㈭
14日㈫

布津保健センター
北有馬保健センター

妊娠について学ぼう19：30～21：30

生後３～90カ月

＊簡単にできるビデオ
　運動もあります　　

12：30～12：45（受付）２歳児歯科健診 28日㈫ 布津保健センター 平成18年９月～10月生

12：40～13：00（受付）
＊接種時間 約１時間＊

10：00～11：00（受付）
13：00～14：00（受付）

23日㈭

北有馬保健センター
原城オアシスセンター10：00～11：00（受付）

24日㈮
13：00～14：00（受付）

平成20年５月、９月
平成21年１月生

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実  施  日

健 康 相 談

布津保健センター

9：30～11：30

９日㈭

西有家保健センター

10日㈮

有家保健センター
北有馬保健センター

原城オアシスセンター

加津佐保健センター

口之津保健センター

13日㈪ 深 江 公 民 館
14日㈫
17日㈮
20日㈪
21日㈫
24日㈮

9：30～11：00
12：20～15：3016日㈭ 西 有 家 庁 舎

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実  施  日

献 血

23日㈭ 加津佐保健センター

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実  施  日

原 爆 健 診

　４月12日㈰ 10時～
　（たまごがなくなるまで）

●金よう日おはなし会（乳幼児向け）
　４月10日㈮・24日㈮
　11時～11時30分
●土よう日おはなし会（児童向け）
　４月18日㈯　13時～13時30分
●ホーホ森のカツジロウQイズ
　４月 1 日㈬～30日㈭

●作ってあそぼう！工作ランド
　４月５日㈰　10時30分～

●おはなし会「話の小箱」（友の会）
　４月18日㈯　14時～
●おはなし会「ありんこのす」（子どもたち）
　４月25日㈯ 11時～
●にこにこおはなし会（乳幼児向け）
　毎週火曜日 11時～

●「ちゅうりっぷ」おはなし会
　４月12日㈰・26日㈰
　11時～11時30分
●としょかんＤｅクイズ・くいず
　４月18日㈯～28日㈫

●おはなし会
　４月18日㈯　14時～
●赤ちゃん向けおはなし会
　４月21日㈫　11時～

☎０５０（３３８１）５１２５
深江ふるさと伝承館図書室

●幼児向けおはなし会
　４月４日㈯ 15時30分～16時
●古本・古雑誌のリサイクル
　４月５日㈰ 10時～
●おはなし会
　４月11日㈯ 10時30分～11時
●たんぽぽのおはなし会
　４月18日㈯ 14時～14時30分

●乳幼児向けおはなし会（３階ホール）
　４月10日㈮ 11時～（約15分）
●おはなし会（１階 おはなしのへや）
　４月18日㈯ 16時～（約15分）
　４月25日㈯ 16時～（約15分）
●イースター（１階 児童室）
　「児童室に隠された“たまご”を探そう」

　勇太は、国内では向かうと
ころ敵ナシのプロテニスプレ
イヤー。しかし、ケガをして
以来一線を離れてしまう。
コーチとして障害児の颯人を
担当することになり、不安を
募らせるが…。　

他にもこんなスポーツ小説があります！
『ボックス！』／百田 尚樹（ボクシング）　『Field,wind』／あさのあつこほか（フィギュアスケートほか）
『銀河のワールドカップ』／川端 裕人（サッカー）　『一瞬の風になれ』／佐藤 多佳子（陸上）
『十二番目の天使』／オグ・マンディーノ（野球）　『逆風 上』／松崎  洋（ゴルフ）

他にもこんなスポーツ小説があります！
『ボックス！』／百田 尚樹（ボクシング）　『Field,wind』／あさのあつこほか（フィギュアスケートほか）
『銀河のワールドカップ』／川端 裕人（サッカー）　『一瞬の風になれ』／佐藤 多佳子（陸上）
『十二番目の天使』／オグ・マンディーノ（野球）　『逆風 上』／松崎  洋（ゴルフ）

『スマッシュ×スマッシュ！』 
  松 崎   洋 著

〒859-1504
南島原市深江町丁2260番地
◆開館時間  10時30分～18時30分 
◆休 館 日　毎週月曜日（月曜日が祝日のと
　きは、翌日）、毎月末日、年末年始、特別蔵
　書整理期間

深江ふるさと伝承館図書室

☎０５０（３３８１）５１１９
加 津 佐 図 書 館

☎０５０（３３８１）５１８６
口 之 津 図 書 館

☎０５０（３３８１）５０７８
原 城 図 書 館

☎０５０（３３８１）５１５５
西 有 家 図 書 館

☎０５０（３３８１）５０４６
有 家 図 書 館

図書館名 日 4/29㈬ 4/30㈭ 5/１㈮ 5/２㈯ 5/３㈰ 5/４㈪ 5/５㈫ 5/６㈬

多発性骨髄腫検査
同時実施

開館３周年記念行事
古写真展～長崎の幻風景を訪ねて～

13日まで開催中
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加 津 佐 図 書 館

口 之 津 図 書 館

原 城 図 書 館

西 有 家 図 書 館

有 家 図 書 館

深江ふるさと伝承館図書室

４保健事業のご案内保健事業のご案内 月４月

●『母子保健』のお問い合わせ
　福祉保健部 福祉保健課  ☎050（3381）5050
●『献血／被爆者健康診断／健康相談』のお問い合わせ
　市民生活部 健康対策課  ☎050（3381）5141

献　　血 ～献血で広がる みんなの思いやり、助け合いのこころ～

被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証をご持参ください～

健康相談 ～血圧測定、体組成測定、食生活や健康面で気になることの相談など～

母子保健 ～乳児相談・乳幼児健診・両親学級・予防接種～

４月の各図書館行事とお知らせ ＊詳しいことは、館内ポスターや各図書館（室）にお問い合わせのうえ、
　ご確認ください。

南島原市図書館だより vol.34
今月は深江ふるさと伝承館図書室から　TEL.050（3381）5125

　　　　今月のおすすめ本必読‼

近くて無料‼情報満載‼
ご家族お揃いで南島原市の図書館へ足を運んでみませんか。

野球スポーツ小説特集 �

テニス
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4㈯

1㈬
2㈭

6㈪
7㈫

10㈮

13㈪

11㈯

14㈫

17㈮

20㈪

25㈯
8㈬

21㈫
22㈬
23㈭

9㈭

5㈰

●原城一揆まつり　原城本丸および周辺 
　昼の部 12：00～16：30　夜の部 19：00～21：00

●飲酒運転根絶の日（春の全国交通安全運動県下統一行事）
●交通事故死ゼロを目指す日

●行政書士無料相談会＊要予約  13：00～17：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江
●保護誘導活動強化の日（春の全国交通安全運動県下統一行事）

●行政相談　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
　　　　　　深江ふれあいの家 13：00～16：00
　　　　　　加津佐公民館 13：00～16：00

15㈬

●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00
●交通事故巡回相談　島原市役所 10：00～16：00

●年金相談＊要予約
　加津佐支所 会議室 10：00～15：00

28㈫ ●年金相談＊要予約
　加津佐支所 会議室 10：00～15：00

29㈬ ●昭和の日
●自然と遊ぼう2009　ありえ俵石自然運動公園 

●行政相談　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
布津公民館 13：00～16：00

●こんぴら公園祭  布津こんぴら公園 10：00～17：00
●南島原市桜まつり  口之津旧第二小学校
　12：00～20：00

16㈭ ●献血　西有家庁舎　9：30～11：00・12：20～15：30

19㈰

12㈰

●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00

●広報活動強化の日（春の全国交通安全運動県下統一行事）

●街頭指導活動強化の日（春の全国交通安全運動県下統一行事）

24㈮

27㈪

30㈭

●孝子祭　加津佐町津波見小学校
　式典 14：00～　イベント 15：00～

26㈰

18㈯

●年金相談の予約は市民生活部市民課 ☎050（3381）5040に
　お問い合わせください。 
●行政相談は、各支所でお問い合わせください。
●行政書士無料相談会予約は市民生活部 人権・男女共同参画室
　☎050（3381）5035にお問い合わせください。

主唱 長崎県交通安全推進県民協議会　南島原市交通安全協会・南島原市・南島原警察署

春の全国交通安全運動平成21年
実施期間 ４月６日㈪～15日㈬ スローガン「じこがない そんなまいにち うれしいな」

重点１ 子どもと高齢者の交通事故防止

交通安全図画入選作品（平成20年度）
伊藤 玲美さん （南島原市立見岳小学校） 

交通安全図画入選作品（平成20年度）
本村 早梨奈さん （南島原市立見岳小学校） 

交通安全図画入選作品（平成20年度）
杉本 莉菜さん （南島原市立見岳小学校） 

夕暮れ時における早め点灯、雨天・曇天時の点灯！特別広報

●高齢運転者は、自分の身体能力や体調に合った運転を心がけましょう。
●外出するときは車に注意するよう声かけをし、明るく目立つ服装や反射材の
　着用を促しましょう。

重点２ 飲酒運転の根絶
●車を運転する人には酒類を提供しないとともに、　　　　　　　　　　　　
　ハンドルキーパー運動を進めましょう。

重点３ すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●すべての座席でシートベルトとチャイルドシートの着用を徹底しましょう。
●チャイルドシートは子どもの体格に合ったものを正しく使用しましょう。

重点４ 夕暮れ・夜間の歩行者と自転車の交通事故防止
●夜間、運転者は対向車や前車がいないときは、ライトを上向きで運転しましょう。
●自転車も車両であることを自覚し、早めにライトを点灯しましょう。

●申し込み・お問い合わせ  企画振興部 企画振興課　☎050（3381）5030

現在累計（平成21年２月末日現在）

609万1,000円
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